肩頼度を持つ 
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電力量計 


単相用 0 B — 7巧夕 

3相用 OW — 7形 


0 P — 3巧み 


精密用 


OB —7形広範國単ホ目積算電力計 


計器用変成器 


660 0 V 用重予型 PCT PDN 形 

k ( ——主要製品一 


電力量計-電流制限器 
計器用変成器*電圧調整器 
配電盤•分電盤-制御盤 













日本協会では、このほ 
^ど世界選手権へ派遣する 
W ためにぶ要な費用を基金 
/ として、広くハンドボー 
ン ル閱係者から募金するこ 
ぺとになり、その実質的な 
ン活動が開始された。 

ユ 田村会長は従来から、 
i 二 このょうな構想をもたれ 
評議員会でも、この趣旨 
の発言をされていたと記憶して 
いる。その時は検討事項という 
ことで具体的な施策にはならな 
かったが、今回ょうやく、それ 
が実り、具体的な事業として、 
とり患げられたことは誠に喜ば 
しぃ。 

協会発お这来一二十有余年、常 

に日本ハンドボール界につきま 
とっていた懸案の問題にまず一 
歩足を踏みだしたことになる。 

'これまで、世界選手権に選手 
団を派遣するにしても、個人負 
担をせねばならず、種々の問題 
を残していた。 

とりあげなければ、とりあげ 
なければと云われながらも、な 
かなか実行に移されなかった財 
源確保の手はじめとしで、この 
問題がとりあげられ、しかも従 
来とはちがったを勢でとりくま 
れていることに、意義ボあろ 


いままでこの種の問題の解決 
法は将来を見通したビジョンの 
ないままいきをたりばつたりに 
その場、その場で都合良く解決 
されてきたため、懸案の問題の 
お本的解決にならず、問題は問 
題として、そのまま、次回にも 
ちこされ、次固はか回で処理す 
るという方法がとられてきた。 

ハンドボ I ル界のかかえてい 
るいくつかの大きな問題の I つ 
でをる財源問題がこれですベて 
解決するという訳にはいかない 
が、かなくとも、非常に大きな 
課題でをつた外国へ選手団を派 
遣する際の費巧の問題は、この 
募金が円滑にスタートすること 
によつて解決されよう。- 

会長•副会長が主体的に先頭 
になつて、この問題にとりくむ 
姿勢を示されていることは誠に 
、心強い。 

志とは、ハンドボ I ル関係者 
がいかにこの趣旨を理解し、自 
らもそれぞれのもち場で参加し 
ていくかにかかつていよう。 

協力といつた消極的な姿勢で 
なく、自らもこの運動を成巧さ 
せ、我々の代まを送るための資 
金にするのだとの意志をしつか 
りとそれぞれボもつて、この懸 
案事項の解決をなしとげようで 
はないか。 (藤本〕 


本詰が読者のみなさん 
0 のお手許に届くころには 
大きな期待をになって、 

ョ I ロッパ遠征の旅に全 
日本チ I ムボ出発してい 

诗よう。 

過去日本は、男子3回、 
女子2回の違手圃を世界遥手権 
に送り出している。それぞれの 
運手団は持っている力を発揮、 
多くの±産物をもって帰国し、 
それが定着して現在の.日本のハ 
ンドボ J ルのレベルに到達した 
ことには誰も異論がをるまい0 

しかし、世界運手権の前に 
チームを作り、選手権の前に渡 
欧し、各地を転戦し、大会に臨む 
のボこれまでの通例であった。 

これでは、慣れない上地での 
雰囲気に必しも充分に順化しな 
いうち、本大会に出場すること 
になり存分に日頃の力を発揮で 
きないうらみがあっ..た。 

が年来、半年間渡欧し、最近 
帰国したま藤純光審判部長も、 
外国での大会のいろいろ不利な 
条件をあげ、かしでも場所慣れ 
することがいかに重要であるか 
を強調している。 

これはこれまでの選手団ボ多 
かれ、かなかれ感じていたこと 
であろう。 

異国に出るとぃ^;>だけで、我 
々四方を海に囲まれた国の 


人間にとっては、大変なことで 
ある。ョ I ロッパ諸国のように 
陸続きで、始終往き来ボあり、 
国が違うとはいえ膚のを、生 
活習慣などが良く似ており、言 
葉も違うと云えば違うが、共通 
の基盤をもった言語を使用して 
いる国々の場合とは大きく事情 
を異にしている。 

今回のョーロッパ遠征は約二 
ヶ月という長期に豆り、このよ 
うなョ I ロッパの習慣に順応ず 
るというだけでも大きな意味が 
あろう0 

そして世界のハンドボール巧 
の超 I 流国であるルーマニアの 
コ I チを受ける。これはまた大 
変大きな意味をもっている。 

コーチを受けるということは 
単にそれだけでなく、何故ル t 
マニアが世界のトップレベルに 
達し、それを維持しているかを 
知る上にも重要なことになろう0 

彼我の国状の差はあっても、 
今後の日本のハンドボ]ル界の 
進むべき、とるべき方向の道し 
るべになることは確かである。 

それにタスマジヤン杯。強豪 
が集るこの大会で充分にもまれ 
足りない点をよく見つけだし、 
残された期間に補なわなければ 
ならない。いつてらつしやい全 
日本。より多くのおみやげをも 
つで元気に帰国を八 • ( F ) 
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ハンドボ I ル界の総力を 

をげて成功させょぅ 

世界選手権基金(仮称)案が具体化 

ちる4月 W 日、臨時苗巧 S 事さが日本体育協会で開懼され、世を選手権に遇手を派遣 
することを目的とした，日本ハンドボール協会世巧選手権基を"(仮称〕を設けること 
に意見の I 致を見た。 

詳細は種々の点でなお検討されることになっているが、このよろな施策が具体的に実 
行に移される運びになつたことは喜ばしいことである。 

実施方まなどについてはな回の常務理事会で話し合われる。 


この基金の目的は日本を巧ます 
るハンドボールチ J ムを世巧に広 
く活躍できるよぅに、資金を調達 
することにある。 

周知のとおり、ハンドボ I ルが 
盛んに巧なわれているのはョ—口 
ッパ諸国であり、日本が辺地にあ 
ることは確かである。そこで各種 
の大会はずべてョー□ッ。ハを中ム 
に運営されでおり、開催地もョ I 
ロッパに限られて；^る。 

このことは単になかなか交流が 
できないだけでなく、大会のある 
度に遠路を旅しなければならない 
し、そのために多くの日数と摸大 
な費巧を必要とするのである。 

一度の遠祖に I 千萬円近い費巧 
がかかるのであるから、大変なも 
ので患る。 

従来は派遣される運手にかなり 


の額の個人負担を依頼せわばなら 
ず、そのため、技佩が優秀であっ 
たとしても、大会に参加できなか 
った例もあった0 

このようなことをなくすように 
従来から、協会独自の財源を確保 
することが必雲だ、お要だと叫ば 
れながら、いつこうに実行に移さ 
れなかった。 

田村会長は昨年の第4回7人制 
ハンドボール選手権の団長になら 
れた時からこのような構想をもつ 
たようだし、評議員会でもしばし 
ばこのような形の基金を作るべき 
だと話されていた。 

従来のような斤きあたりばった 
りの金集めでなく、しつかりとし 
た目標と目的のある募金事業だけ 
にその成果が大いに期待される。 

本誌先号に第日回世界選手権全 


日本巧表選手であった東嘉仲巧が 
述べられているようにこの基金を 
制定し、それを成功裡に運ぶこと 
は、何よりも急務であろう。 

毎年広く各階層から、我々の代 
表なんだとムをこめて集められる 
基金、ハンドボール界に関係して 
いるものが、十巧でも、二十円で 
ももちよって、それを選手団の強 
化にあてる。このような形がとら 
れれば正に、自分も世界選手権の 
巧表を送り出したのだという気持 
が、ハンドボ ー ルをやっ.ている者 
一人 I 人の中に生れてくるであろ 
う。 

■こういった一人一人の募金、そ 
して、その他このような事業に裸 
い理解に示される方.：^にお願いし 
て、年間二百萬円を作りたいとい 
うのが今回の募金の骨子になって 


いるり 

この毎年二百萬円ボーニ年で六百 
萬円。これを一二年に I 度それぞれ 
行なわれる男み7人制の世巧運手 
権大会へ全日本チ I ムを派遣する 
費用にあてる。 

これが今回の基金事業の骨にな 
る。募金方法については、なお細 
かな検討をお要としているが、ご 
れが I 日も早く軌道にのり、透手 
団はとにかく、全国から応攪を受 
けが成績を収めることだけを念頭 
に専ムできる体制がとれるょ*1:\に 
なることが望まれる0 

他競技に比べ、歴まも浅く、現 
がでは、大きく入場料収入も望め 
ね斯界で、' 現在とれる最上の方法 
であろう。 

会長•副会長が先頭にたち、各 


この問題について田村を長は提 
案者として次のよぅな趣意説明を 
行ってぃる。 

『世界への雄飛をめざす斯界の 
かかえる最大課題はが源である。 
.お源の安定、確立があってこそ 
競技力向上、普及の完遂が成され 
る。特に海外遠征に際して選ばれ 
た人たちが、苦労して個人負担額 
を集めたり、逞考にあたって技術 
的を件よりも経済的条件がともす 


地にその趣旨を徹底するべく、動 
かれることになっているので、か 
なりの成果があがることが期待さ 
れるが、要は、ハンドボール巧の 
全員、特に各地でその任に当るこ 
とになるであろう人達がいかに、 
このことを理解し、自らも参画し 
ていくかが、懸案の問題を觸決す 
る大きな鍵になろう。それととも 
に、 もう I 度、現在ハンドボール 
巧が当面しているチャンスの意義 
に全員が思いを果せ、それぞれか 
各目のもち場で努力していこうで 
はないか。 

なお、実施にあたっての具体案 
は5月8日の定例常務理事会(東 
京)で審議され、そのあと全国評 
議員会、同理事会に上程される予 
定だ。 


れば優先されたりするような巧状 
を-曰でも早く正常な状態に戻す 
ため、単化は小額であっても全国 
的な募金運動を展開しその一助に 
したいと考える。この運動によ 
って「みんなの巧表」.という意識 
も高めることができよう。 

なお、集施に隐しては「特别会 
計」とし、海外遠征掠外にこの基 
金を用うることはないようにした 
い。』 


r みんなの化表」意識高揚も 




^ -日本 t 為会専門委員- 

◎巧部長（常務理事） 

▼強化対策委員会 

委員長が田な 

▽男子指導委員会‘橘石=二、勝緊夫 
中沢重夫、若崎ま富、高橋健夫 
■巧野奉昭、ゴヒ川勇喜、高橋英な 
▽女子指導委員会近藤金博、鈴木義男 
池田狭哉、井譲、宮原俊隆、 
▽民事委員を 広田公一(化は人選中) 

▼総務を真 A 

◎岡村旧二、高田比呂美(庶務)、山田哲 
(同）、中野偉夫(:登録)、須藤力(同） 

▼国際を貝会 

©宮崎慎六、藤本強、久田蜗 
▼お•務を具会 

◎森岡毅推、深川幸男、化帷浩、腰塚巧 
け(事務局） 

▼技術委員会 

◎若崎重宮、高橋健夫、宇津巧年 一、 渡 
辺慶寿、ゴヒ川勇喜、抽井操、中が重夫 
▼曹判委員会 
◎を藤純光 
▽ま判審査委員会 

藤田八郎、藤田信義，山田計、郁石己二 
鳴田が太郎、入江陽 一、 箱崎敬吉 
▽審判部長会議 

お田徳之助(化あ道）箱崎敬吉.(東北） 
清水正（関東)山田仁ム(東あ)嶋田巧大 
が(化信越)山田進(ぶ畿)辻一義(中国） 
越智ま烟国）中西敬一（九州）宮城勇 
刷縄） ■ 

▽競技規則研究委員を 
を野和夫、岡前義を、藤原佑、 

化 JII 勇喜、中沢重夫、藤本強 
大塚文巧 

▼お関誌編集委員会 
◎藤本強、杉山茂 


日本ハンドボール協会検定王ま 

til の 


き巧を" 側ポ -11 

«ぶ》^3ムエ黨がすを抽 

広島•東京•大破 



専門委員の人選おわる 

。小数精鋭"の線打ち出す 


新常お a 事にょるち1回(月例) 
常お理事会は4月3日、東京あ 
谷の体協四 一〇会議室で田村会長 
な下3副会長、8常巧理事それに 
ナブザーバーとして村田な対を員 
.長(全日本男子監督)ボ出巧して 
關かれた。 

合議制といぅ新システムを成巧 
させる一つのヵギともいわれてい 
る6パートの専門委員(任期2年〕 
のリストアップポなわれ各担当常 
あ巧事(部長〕から別表のょぅにお 
せんボありま詔された(注.ま巧部 
のうち、審判ま査委員とま巧部長 
を議のスタッフは4月の日のを急 
常務理事会で巧甘んされたもの〕。 


各専門部とも"小数精お主義" 
を巧ち出しており4、5月中に巧 
1回の委員会を開いて今後の活動 
を話し志ぅ予定である。，なお、パ 
1卜にょっては今をはを干の補充 
を巧ぅ予定。 

強化が策委員会については、'さ 
きにを員をとしてけ田な氏(全日 
本男子監督〕を谨任したが、委員 
は昨年 W 月に発表された強巧部員 
をそのまま当てることになり、全 
日本巧モボ欧が遠征から帰国後、 
異動を巧う模様である。 

国際担当、宮崎氏に 

河内氏の巧退で 


国隐担当常お理事はさきの全国 
理事会で河内鋭が氏に巧をしてい 
たが、同氏が勤巧多忙のセめ巧任 
を申しでたため宮崎慎六氏ボ担当 
することになった。 

XXX 
を目の専門委員ボ各部長(担当 
常あ迈事〕から巧せんされた。 
機構の簡素化といぅ田村を長のを 
勢にもとずいて、各部ともま-むの 
ぁとポみられる人選だ。6部巧ぁ 
わせた延人数が名といぅのは前年 
の3局9部巧委員会およそ M 名に 
達したスタッフの2せの1にすぎ 
ない(数字は強体委を除くもの〕。 
間口を広げすぎて敌漫な活動と 


なるよりも、焦点を決めて進むほ 
うボ実積が高められるという会長 
のちえボ巧巧されたようだ0 

各部巧それぞれに課題ボあるわ 
けだボ、は術をは普及面もうけも 
つことになっているようだし、懸 
案の全国大会整備問題も当がここ 
で原案がねられることになるだろ 
う。審判委は前年巧(が•が年を〕 
もつとも充実した動きをみせたと 
高い評価を得ており、そのスタッ 
フのほとんど'が留巧した0 

「巧審制 J の実施を機に、審巧思 
お.のが一という夕年のテーマを是 
ホこの任 ffl 中につくりあげてもら 
いたいものだ。 

国際委、が巧委は日本協会の国 
際化、拡大化でますます責任ポ重 
くなってくるわけだが、ベス トメ 
ンバーを描えており手晚ボ巧待さ 
れる。 

摇巧をは''これまでどおり登録、 
おおをまな任務としているが、 
事業、広報をこのを下に化えるべ 
きではなかろうか。 

いずれにせよ、•常務巧事をを中 
もとした合議スタッフの構想をい 
かに実現のレールへ乗せるかは専 
巧委員の活動力、実働力にかけら 
れているわけで去り、み部長がメ 
ンバーをしつかり普握して、合議 
スタッフと表裏一体の巧動を積極 
的に展開するよう声を大にして望 
みたい。 




ミュンヘン.オリンピックに通じる 来春の第 7 回 世巧男子 7 人制遵手権に備えて日本 
巧会では選手強化対策委が中'$となって全日本黄モナショナルチ—ムの強化につとめて 
いるが、本誌既報のとおり、第ニホ候補選手 U 名が5月 W 日から約 I ケ月半にわたって 
ル—マニアへ遠征、同地で強化合宿を巧ぅことになった。 

合宿後、 G 月の日からべオグラ—ド(ユ—ゴ〕で開かれる第9回タスマジャン.カッ 
プ争奪国際卜—ナメントに巧出場、さらに西ドイツまたはフランスを転戦して7月上旬 
帰国の予定だが、史上初めての大規模な頂点強化対策にかけられる期待は誠に大きなも 

遠征メンバ—の健康と成巧を巧りながら 全日本男子を紹介 

を選手を紹介しよう。 


選手をのあとの記載事項は 
出身県、年令、出身校(中 
学—高校—大学—現巧属〕 
巧歴(年数〕、身ち、か重 
の順。 

各遇手の執筆項目は 
①欧州遠征メンバーに選ば 
れて 

⑤ルーマニアで何を学ぶか 


監督村田化 
大阪府出身、心才、日 
体大出。日本協を運手 
強化対策を員長。大阪 
イーグルス監督。を6 
回ま子世界選手権監督 
大阪巧立一一一国丘高教諭 

コ1チ 勝繁夫 


大阪巧化身、朋才、立 
教大出。日本協を選手 
強化対策委員。なあ大 
監督。巧6回男子世巧 
選手権及び第1回世界 
学生選手権コーチ 
立を大巧教授 

F P 竹野奉昭 

(兼コーチ〕 

■熊本県出身、 S 才。藤 
園中—巧々蟹高—日体 
大—大崎電気(球お巧 
年〕。1 ms :、 巧 K 
※一一一巧の抱負は別巧 

G K 福本弘 
北海道出身、 W 才。面 
館中央中—函館ェー芝 
浦工大—大崎電気(巧 


歴 U ザ半〕。1 m の、 
SKO 

①全国から運抜された還手数十 
を。しかもこの度は長身の運手が 
多数参加しその中で私は平均より 
数センチもほくまして年令的にも 
参化選手の中では一二番の年長者 
であり、合宿練習(一次)には若い 
選手について巧くことがおホるも 
のかと一沫の不まを抱きながら何 
んら故障もなく合宿練智をおるこ 

とになった。これからのルーマニ 
ァ遠征で海外は四回目となります 
が遠征のたびに問題となりますの 
は男ばかりしかも左右どちらを見 
ても知らない人々で気がいら 立っ 
て来て ちょっとした 專でも気にさ 
わることがありチ^ — ムワ^ — クの点 
が'一番ム配です。この点はどのス 


ポーッ固体にもあり私はこのチ I 
ムヮークを数回の遠征の経験を生 
かし、立派なナショナルルチーム 
を結成し、良き成果を上げるよう 
努力するつもりです。 

⑩すべてを吸収し体得したい。 

外国の小柄な選手のプレーをじ 
っくり研究して来ようと思う〇そ 
れらの選手と日本選手の相異点を 
見出し、そこから日本人独得のプ 
レ I を考えてみたい。また GK と 
しても同じことが云える〇スピー 
ドある外国人のシュートを受けム 
めるにはどの様な練習を行いをの 
瞬間的体の動きをいかにして養う 
のか、デフエンスと GK との守り 
方動き方も勉強して来たいと思っ 
ている。日本選手はけっして技術 
的には変らなくただ力(パヮ I ) 

の点で外国人との差が化て来てい 
る。そのパヮーをいかに練習のお 
に養成しているか.などを勉強して 
きたい。全国のハンドボール愛背 
者の皆さん、一生懸命に日本のハ 
ンドボールが立派に成長している 
かを認識してもらう為に巧って来 
ます。 

G K 本田洋 

大阪府出身、別す。一二 
国丘中—が H 高—本田 
技研 KK — 日体大3年 
(球歴7年)、1 m 巧 
SK 。 


①ハンドボールをするものなら 
誰もが夢みる海外遠征。その一員 
に選ばれ光栄です。「井の中の蛙 
大韶を知らず」とはよく云われま 
すが、身体全体、抓全体で外国ハ 
ンドボールの総てを感じとって来 
たいものです。扫本人として、学 
生として、人生をハンドボールに 
かけた人間として恥じない態度で 
巧動します。 

日本のけ表として行くからには 
それなりの覚悟が 患り ます。遠征 
から帰って来て「彼を欧卵に行か 
せてよかった」と吉われる嬰にな 
って帰って来ます。 

③現在の欧州のハンドボールが 
日本のハンドボ ー ルと違っている 
点がどこにあるのか、なぜ違って 
いるのかを学んで来たい。それに 
を 

一、 選手の質と、む構えの問題につ 
いて、どうであるか。質とが体力 
技能、精神的な働き、態度である 

二、 環境の問題について、どうで 
あるか。施誤、合宿、生活態度は 
どのようにされているかである。 
111、練習の質と時間の問題につい 
て、どうであるか。きめのこまか 
いメンタルな指導方法、内容がど 
のようにされているかである。 

化上、 一 二つの問題を中、むにして 
学んで来たい。そこから欧州のハ 
ンドボールの進みゆく先の姿を知 
り新しいハンドボールとはどのよ 
うなものであるかを学びたい。そ 






して、それに日本が対抗して勝つ 
には何をどのよぅにすればよいの 
かを知りたい。 

G K 下曇彥 

熊本県出身、の才。日 
川中—熊本市商—大崎 
電気(球歴7年〕。1 
m 則、^ K . 

巧 田 化監督外国チームにが 
抗できる精神力と体力を徹底的に 
養っておたい。特に精神的には勝 
利への執念、体力めにはゲームス 
タミナ、瞬発力、持久力、パヮ— 
巧ち性と五つの点の強化をムがけ 
るつ もり だ。 

国内合宿では守備力の向上に八 
割近いウュートをかけて来たボル 


©今回の遠征に、私が運ばれる 
なんて夢のょうです。ハンドボー 
ルマンにとって、みんなの目標で 
志る全日本の一員に選ばれた事は 
とても光栄.でもをり、又反面貴任 
を感じ何か、こわいかんじです。 
運ばれた试上、全日本のけ表とし 
て、胸をはり、練習また、試合に 

I マニアでも、長身選手に対する 
防禦を充分につんで、世界運手権 
に痛之る。 

このほかチームの組織力として 
攻撃 コンビネーションの 確ぶ、を 
防の展開力をつけ、特を あるチ— 
ム 造りと いう目標に ある 程度のメ 
ドをつけて帰国したいと思う。 

タスマジヤンがは、ーヶ月半の 


ほこりをもって外人 コン プレック 
スをなくし全員一致団結して、一 
生懸命ガンバッてくる覚悟です。 

©はじめて外国になくので何を 
学んで来るかまだきめていません 
が何んでも、見たりきいたりして 
きたいと思ぅ。 

日本には、大きい GK がかなく 

しかも異国における強化合宿後だ 
けに苦しいかもしれぬが、参加国 
は トップ チー ムばかりでまたとな 
い経験を得られると思っている。 
また.、この機会に外国チームや有 
力選手のデーターを8丽などで出 
来るだけ集めたい。 (写真を〕 


おぼえる事ボできなかったボ、外 
人は、自分と同じくらいなので、 
どんな諫習をしているのボ見てき 
たい。具体的には試合に巧しての 

バックスとのコンビネ—ション、 
ロングシュ^^~卜の位置のとりかた 


サイド•ポストからのシュ . 


-に 


対しての前のでかた、手のかまえ 


5 月 W 日に離日 

初の国外強化合宿と国際卜！ナ 
メントに化場す る 全日本男子が田 
な監暫ら一巧 W 人は5月：^日午後 
1時 W か羽田発の日航471便で 
出発す る ことになつた。 フランク 
フルト経由ブカレストには巧日夕 
刻到着の予定。 



く 勝溝夫コーチ 外！！選手の 
S " 大きさ*になれることが今回の 
^いちばんの収獲になるのではない 

にか。 

フ 前回の世界選手権の時は、外国 
ツチ I ムの迫力に試合前から圧倒さ 
れてしまった。本大会を前にこの 

ス . 

♦ィか野コ—チ兼選手 海外遠征 
*^^はこれで4回目だが、 今回はコー 
チといぅ重責も兼ねており、いち 
^だんと気持ちがはりつめている。 
^ これまでの経験.を活かして若い 
一還手たちのまとめ役をはたしたい 
コと考えている。 


ような遠征合宿ができるというこ 
とは実にありがたい。この経験を 
なんとか活かせるようあら陣る努 
力をして来たいと思う。 

海外遠征の恼 みとしてチ I ムワ 
—クの問題がある。いくら気ムが 
知れていても、日本をはなれて男 


ばかりの生活を永くつづけている 
と僅かなコトから、せつかくの窠 
団に ヒビボ 入って しまぅ。 巧分に 
気をつけたいと思っている。われ 
われコ I チン グ スタッフと 選手間 
の調和、 ベンチワークなども】つ 
の課題として考えていきたい。 


海外遠征の成巧は I にも二にも 
"人の和"だと 思ぅ。 

具体的な課題としては、外人コ 
ンプレックスをこの期間になんと 
か取り除けるよう努めたい。 

外国のナショナルプレイヤ—と 
ニケ月近く合同練習すればかなり 


.ょい結果が得られる だろぅ。 

これまでの全日本はいわゆる即 
席編成、ぶつつけ本番で栓舞ムロに 
臨んだわけだが今回の遠征は来年 
への周到な準備でをり、この点を 
全員がわきまえなおして出発した 

い。(写真妄 


かたなどです。 

又、自分がいままでずってきた 
技術でどれだけ通用するか、ぜひ’ 
ためしてきたい。又、どのょをに 
したら通巧するか学んできたい。 

G K 井上素斤 

を媛県化身、の才。新 
居あ化中—お居浜 H — 
芝浦工大！大崎電気 ( 
巧歴3年〕。1 mTO 、 
的に 

①体力的にみるおボ長身.大型 
をめざす全日本に選ばれたことは 
私自身意外なことなのですが、 I 
員に加えられたな上は、自らの持 
てる力を存分に発揮ずるほかはな 
いと決意を新たにしています。 

とにかく、「やらねばならね」と 
強く感じている—これが現在の気 
持もです。 

全国ハンドボール関係者の方々 
の願いが私達にたくされているの 
だと云ぅ事を自覚し、貴任ある行 
動とけん虚な気持で終局的な目標 
に向ってまい進せねばなりません 
この為には技術の向上はもちろん 
でをりますボ于^~ ムヮ^ — クの重大 
さをちれてはならない と 思いま 
す。たまたま年長者の方である私 
ボこの仕事を受け持ちチームのま 
とまりにおける I つの捨石になれ 
ばと思いこの方にも力を注ぐつも 
でいりまず。 







②前々回の世界選手植に出曝し 

た時、ル1ブニアチームのゲ ー ム 

を見たり、実際に試合をやった時 
の感じからこれは技術據前の問題 
で我々貧弱な体では全くどうする 
事も出来ないと云った半ばあきら 
めの気持を持ったものでしたがこ 
の様な気持では本当に向上がない 
と思う。 

そこで今回のルーマニア遠征で 
は自分のプレーを全部試して見て 
通巧するものを早くみつけそれを 
最大限にみがきをかける。この様. 
な方式でないと個人的には体力的 
にも差があるしどう仕様もないと 
思う。 

学ぶべき事はゲームの運び方、 
防ぎょの形態、攻撃時のコンビネ 
I ションプレー等チーム全体とし 
てのハン.ドボールを学ぶべきだと 
思いチ t ムの組織を I 段と強力な 
ものになって帰って来たいと思 
います0 

F P 化井晴次 
東京都出身、巧よ。東 
京松江一二中—墨田川高 
—東京教育大 1 埼玉教 
眞ク(巧歴 W 年)。1 

m 巧、苦。 

①今回のメンバーに選ばれたこ 
とは、非常にうれしく思うと同時 
にその責任の重大さを改めて感じ 
ています。 

.ハンドボールも、 I 九セニ年の 
ミュンヘンにおけるホリンピック 


を期にようやく、閒光を浴びよ 
うとしている現在、自分達のこれ 
からやろうとしていることが、そ 
のままあとに続く若者たちの夢と 
も希望ともなるのだと思うと、た 
だ単純に喜びなどはわいてこず、 
一体、いかにして自分の最善を尽 
くそうか。どのようにしたら貴任 
を全うできるか〇,寸時のトレーニ 
ンダも怠っては申し訳ないと思い 
ます。 

©前回か遠征では、最初のお戦 
国で もあり、 夢中で ゲ I ムボ 終っ 
てしまったが、今度は もっと 冷静 
になって、世界のトップレベルの 
彼等のプレーを分析したいと思う 
大きくてスピ I ドの伴った動きか 
らの多彩なシュート、その他の連 
けいプレ ー 等。たびたび論じられ 
ている体格、体力面で日本は絶が 
に不利でをるという事をがち破る 
策というものボ日本人のテクニッ 
クの中には果して全くお在しない 
のか、滞在が長いだけに見い出せ 
る機会もあると思う。 

そして欧州人独持の練習体形も 
見るべきものとして勉強してきた 
いと思う。とにかく日本とは全く 
国情の異った国で行われているハ 
ンドボ ー ルについて何から何まで 
ドン欲に見聞して吸収してきたい 
と息う。 

F P 近藤信行 
愛知県出身、 W 才。鳴 
海中—桜台高—芝浦ェ 


大—大崎電気(球歴じ 
年 〕。1 mTO 、 SK 。 

①紋切り型な云いかたではあり 
まずがやはり光栄であるという言 
葉より他には見つからない彼です 

今や、ミュンヘン•ホリンピッ 
クを目指してハンドボールボ増々 
発展しようとするこの大切な期に 
おきまして、自分がこうして還ば 
れた事は、喜びと同時に、それに 
侵ってはいられない誠に置大な役 
目だということを、ひしひしと感 
じます。これから自分のなす事が 
麻を眼らませ、すくすく伸びよう 
とする若者達にどれだけ影響する 
かと考えると、寸時も忽せには出 
来ない気持です。 

©本場のプレ ー を実際に味わっ 
たのは、第六回の世界選手権だっ 
たが、その時は、スピ I ド、又そ 
の速さに戸惑うばかりで考える余 
裕ないにゲームが終ってしまった 
止まってプレ I するプレ I .ヤ I が 
いないこと、ボールを完全に片手 
で握り自由自在にどんなスキから 
でもパ'スを通し、多彩な攻撃のム 
ダのない動き。又、ディフュンス 
における動きも決してホフュンス 
にひけをとらないすばらしい動き 
をしていたこと(主にマン•トゥ 
1マン的動きボ強かった)等の真 
のハンドボールを身体で味わい、 
見て来たわけであるが、その時は 
無我無中でその技術を習得するこ 
とや分析してみる暇がなかった。 


今回の長期間の遠征では前回味わ 
ったものを生かして戦法技術や、 
特に目本チームが弱いと言われる 
ディフュ ンス 等を勉強して来た 
いと思う。又、常々言われてい 
る日本チ I ムの前に立ちはだかる 
体力の問題。いかにしてこの不利 
な条件を克服出来るか。ョーロッ 
パのハンドボ I ルの中で学びなが 
ら日本のハンドボ I ルを見い出し 
て来たい。それには我々遠征ずる 
ものがすべて一つの輪となり、 
"前に迫まる巨大なもの"にぶつ 
かって行かなくてはいけないょう 
に思う。 

そして、 ョ ー ロッ パプレ ー ヤ ー 
のもつすさまじいくらいなファイ 
卜をすべて持ち帰って来たいと思 
>00 

.F P 飯田誠行 

京都市出身、？3ホ。が 
原中—が見エー同志社 
大—大崎電気(球歴9 
年)1 m が、巧 K 。 

.©ハンドボールマンにとって最 
高の喜こびで大変うれしく思いま 
す。 ョ — ロッパの強豪の胸を借り 
我々の力がどれくらいのものであ 
るか？またどの様にするべきか？ 
前回の世界運手権の時に立寄ゥナ 
ショナルチームと対戦する機会を 
持ったがコテン、コテンにやられ 
ました。今回の遠征でその差が縮 
まったか、またあわょくば I 泡吹 
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かせて やろうと 楽しみです。それ 
を思うと今から幅が踊ります。自 
分に与えられた課趣を全うし今ま 
で色々 とお 教えを頂きました諸先 
輩、先生そしてを社の御®おに深 
く感謝致します。 

©ルー マニア [ この伝統 患るチ 
—ムにをして練習、試合出ホるの 
は大変意義ある事と信じておりま 
す。同国はホ春の世界遇手権にお 
いて当然優勝候補に上るでしよ 
う。そのチ I ムの中から得る物を 
I つでも多く吸収したいと思いま 
す。そして昨年来日されたネデフ 
コ—チに再をし前回充分 マスタ— 
化ホなかっ_た事を今度こそを部身 
につけて帰ってホたいものです。 
ネデフ巧に云われセパヮ 1 T ップ 


ですボ技術め、感覚めなものを完 
全に マスター したいと思います。 
そして共産圏の国におけるスポー 
ッマンのをに流れる精神的な何か 
にふれる巧ボぁれば大をな勉強に 
なると 信じ、この内的な ものと 肉 
体の外めなものとの関係ががれば 
とたのしみでいっぱいです〇それ 
と個々の役せについておみ勉強し 
て来たいと思います。 

F P 近森克彦 

-山口県出身、の才。富 
田中—徳山高—芝浦ェ 
大—日新製鋼—大崎電 
気(球歴8年〕1 m 别 


©今回、私は選考されるまで非 
常に苦しい感じでした。学生時巧 
と相違して社会人生活では学生の 
様に練習も出来なく、またいちぢ 
広島で勤務したブランクが感ぜら 
れました。 

また、若い人がか々に出てこら 
れたこともそぅでした。 

とにかく選ばれたことは大変に 
光栄であり、私は チ] ムプレーを 
する者の一員として、常に チ ー ム 
が勝ち、是非オリンピックに曲場 
できるようにんを一つにして助け 
合いながら、喜びを分ち合えるプ 


かえるととにかく欧州人のプレー 
を知ること慣れることが必要だと 
思ぅ。自分としては日本でやって 
いるフォーメ —シヨン、 個人技術 
がどの樵な形で、どの化通巧する 
か。外国チームのな撃、守備の ス 
タィルを觀察してきたい。とにか 
く日本人が外国に行き、痛切に感 
じる ことは相手ボ大きく力でくる 
ことに驚いてしまぅことで 患りま 
ず第 I に、をれに慣れることが肝 
要である。私は欧州でも日本でも 
基本は変らないと思うので、その 
点を深く学び自分のこれからの諫 
習、日本での練習に生かしたい。 
最終的には学ぶというより、ぶて 


慣れ相手を知る ことが 今回'の ルー 
マニァ‘ ユ—ゴ遠征の最大の点であ 
ると 思われる。' 自然と その点で学 
んで ゆくことに、 又学ぶ よぅにな 
ると 思います0 

F P 木野実 

大阪府出身、の才。姐 
東中—寝屋川高—立教 
大—ヮクナガ薬品(巧 
歴8年〕。1 m 如、 
のに。 

①立大一二年のみ第た回世界選手 
権大会のメンバ I として参加し今 
回二度目の海外遠征であるが、何 


来年の世界選手権でナリンピック 
の出攝権がかかっている大事な I 
年で あり、 四十日間といぅ長期の 
合宿遠征で充分外人のプレーに接 
ずる絶好の機会を持ちえることだ 
し、前峭戰 として 日本チ]ムの力 
を打診する意味で意義の ある 遠征 
になることは、間違いないことで 
をる。選考され たといぅ 嬉び扮上 
にその意味に於ても私は、過去の 
視野の狭い考えを棄て、自分の所 
厲チ I ムのヵラから扳けだし、デ 
ッカイ気持で、全員が融和の精神 
で良い点、悪い点を指摘しなって 
努力は惜しんではならないと決意 
している0 


数多くのハンドボールマンを巧 
表し、全日本チ ー ムの 一員と して 
の自覚と責任感を前回よりもひし 
ひしと感じる。これを生かすも殺 
すもコ I 卜上 での実践にかかって 
いる。 

③日本の巧技全体をみてもわか 
る様に今迄は攻撃慶先という考え 
ボ占める範困が大き過ぎた様に思 
われる。守備よりも攻擊する方 
がどちらかというと面白いのでを 
る。その為セ人制に切り換えられ 
て、ナ I ル ラウンド プレ^ — ヤ^ — が 
必要な時に防禦の練習が見落とさ 
れていた気がする。外国運手と試 
合していくらシユ—卜してもゴ I 
ルは、ほど遠く巨大な壁の前でポ 
トリ、ポトリで全くシユ — 卜する 
のがィヤになった時がをった。打 
てそうな気がするのにがてない、 
実に I 線防禦での連携プレ—が見 
事なのである。得点をしても、そ 
-れを守らなければないないことは 
十分承知しているはずなのに、嫌 
習での防禦の練習は、どうしても 
短くなっでしまっでいた。防禦連 
けいの必要性を認識して、ゲ I ム 
の半かを占める守備にクいて多く 
学んできたいと同時に、ディフユ 
ンスの前から、上下 タィミングよ 
く巧てるテクニックも 学んできた 
い。义プレ 1 1 つ とってみてもた 
たそれを模做するだけでなく、自 
分の完全な肉になる様自分に合つ 
たものを創っていかなければなら 



についてはまだまだ不充分で残念 


レ—ヤ I になりたく一生懸命頭張 
る覚悟です。 

③前回の遠征、又、来日した仏 
(ステラ)、中共、西独などをふり 


しろ前回は、夢にまでみた遠征で 
何でもみてやろぅ主義であり、自 
かの力を試すことにすぎた嫌いも 
あったと反省する。しかし今回は 
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めて来たい。通ぜねものなら徹底自分の技術がどのようなものであ 
的に相手の力を分析し合宿期間中.るかを試すのに跑巧の機会だと思 

つています。 



ないと考えている。世界権遠 手 
前の大事な遠征でぁる。吸収一 
辺倒だけでなく、自分達で考え、' 
作り、まずそれをぶつけてみる姿 
勢は崩さない様にしたい。 

F P 東一敏 
照本県出身、 S 才。巧 
陵中—熊本市商1立教 
大—大崎電気(球歴 9 
年〕。1 WK 。 


® 昨シーズンに選手生命を賠け 
ていた私は、第一な候補に運ばれ 
た患との1月の合宿には「京れる 
だけのことはやって、それで結着 
をつけよう」とムに誓い参加した 
幸いにして、第二な候補にとの 
連絡がをった時は、「うれしかっ 
た」の一言です。ゥキゥキしたム 
の中にも、大変な事になったと思 
う気持とで複雜であった。という 
のは、世界強豪のル I マニアの事 
は、多少なりとも、先生や先輩達 
に聞いていたからである。 

自分の身体で、本当に体力的に 
持つのであろうか。色々の疑問が 
頭に浮んでくるが、本場欧如で、 
自分のプ レー が通用するか、対等 
にプ レ] 出来るのか、この遠征に 
より、これまでの選手生活を顧り 
みて、力 I がやり、又、欧州のプ 
レ I を体得してきたい。 

感スボーッ には、 ここまで でよ 
いという巧上はないが、現時点に 
おけるルーマニアのプレ—はその 

最^一^峰に近いものであろう。日本 
は、その中腹かもしれない。 

筋力的、体力的にもおとる私 

は、ルーマニアの選手のプレーを 
随時、修得し自分のプレ I に作り 
変えたい。 

自分自身、攻撃にも「これ」と 
いったものもないボ、守備は、人 
-倍劣るから、まずは、 デイフ H 
ンスの強化に努めたい。ステップ 
•シュートでくる 場合は、 ある 程 


度、カットすることが出来るが、 
ジャンプ又は、ステップからジャ 
ンプ•シュートに切り変わった時 

のタイミング、マン•ツ1•マン 
のフットヮ I クの悪さと、 GK と 
の コンビ、な 上の ごとく、 守備が 
全然なっていないので第一にディ 

エフエンス〇 

かに、攻撃であるが相手のディ 
エフ 卫ンスの体型によって、素早 
く、攻撃方法が出来ず必要時間に 
無駄が多い為、どんな守備体型に 
でも、 素早く、自分のシュ 1卜 • 
.コ^—ス また、アシス小、もとりに 
なるような 動きが スム J ズに出 
るよう に勉強してきたい。 

「百聞 I 見にしかず」の讀どう 
ゥルー マ ニアに限らず、欧州選手 
の一挙手一投おまでに十か、眼を 
そそぎ、勉強してきます。 

F P . 野田清 

愛知県出身、のす。ず 
山西中—愛知エー立教大 
. —大同製銅(球歴8 
年)1 ms 、 巧 K 。 

® われわれの今回の経験が、ホ 
リンピックに つながる かと思うと 
身が引きしまる。この責任感をプ 
レーへの執念、勝利への執念に転 
じさせて、一つでも多くの成果を 
身につけるよう努力したい。 

③外国チ I ムに巧して自分のプ 
レーが通用するか、さらに日本チ 
I ムの攻防が役に立つかを見きわ 


になんとか巧關の糸口を見つけ出 
したいものだ。またルーマニアの 
練習方法で日本流にアレンジでき 
るものがあれば習得したいとも思 
50 

F P 早川清孝 
福岡県出身、のす。を 
海中—博多エ—日体大 
I ヮクナガ薬品(球歴 
7 年) 1 m 則、 SK 。 

①過去 7 年間は、心身を鍛錬する 
という目的でやつて参りましたが 
今回欧州遠征の一員に加わつたこ 
とは生涯ちれることの出来ぬ喜び 
になろうかと思いまず。 

おのようなホ熱者が諸先輩をさ 
しおき遥考されましたことは非常 
にム苦しく存じますが、漂考され 
ましたな上は、高校•大学を通じ 
て学んでまいりましたあらゆる技 
術を存分に発揮して、チームが好 
成績を上げるように努力致ず覚悟 
でおりまず。 

文ホになりましたが今まず御指 
導して戴きました諸先生、諸先辈 
にムから御礼申しあげたい気持ち 
でいつぱいです。 

③国内にがきましてはあらゆる 
試合に出場することができました 
しかしながら、海外遠征におきま 
してはまったく無知であります。 
日本のハンドボールの水準ボ国外 
においてどれだけ通巧するものか 


欧州のハンドボ I ルがどのよう 
なもめであるか—基避技術、応用 
技術それに伴う練習方法化び体力 
的な面をりとあらゆるものを貧欲 
に吸収して日本ハンドボール協会 
の普及に貢献できれば私自身にと 
って最高の幸福となじておりま 
す。 

体育大学の出身でありますので 
欧州の体育活動がどのようなもの 
であるかをこの目で確かめ自分の 
研究のかてにしたいものと思って 
います。 

日本との友巧を深める意ホにお 
きましても見聞をにめ ると 共に自 
かが日本人で ある ことを誇りにも 
って 学んで くるつ もりで おり ま 

ず。 

F P 平岡秀雄 

京都市出身、の才。巧 
草中-^南高—東京あ 
大 1 大崎電気(域歴4 
年 〕。1 ms 、 WK 。 

①私は大学での4年間、トップ 
レベルの関巧学生巧にあって、卜 
ッププレーをめざして練習し、数 
多くの試合でプレ I してきたつも 
りでした。しかし、このたびの欧 
州遠征メンバーに選ばれ、おは 
何処ボ人より優れていてこのメ 
ンバーに運ばれたのかをちえてみ 
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たとき私には何も觸おできる答え 
はをまりませんでした。私の今の 
状態では世巧を目標とする遠征メ 
'ンバ I の 1 員として患まりにも貧 
謂なものではないかと思いました 
そこであはこれまでの合宿、そし 
で遠征のときには自分自身の技術 
のレベルアップだけでなく、他の 
人にはない優れた技術を身につけ 
なければと考えています0 
③私は今までに各国の優秀なプ 
レーを写真•映画それに本などに 
主ってだいたいの巧は知ったつも 
リでムた。しかし過まに海外遠征 
をした先輩方の話しでは、実際に 
外国に化てそのプレ—を見なけれ 
ばこの狭い島国•日本にいたので 
は想像できないだろうということ 
でしたり 

ただ単に直線の百メートルを走 
るのでさえ海外試合の経験をつま 
ねばならないといいます。まして 
ハンドボ t ルのように多彩なプレ 
t を行なうにはより喊上の経験を 
つまねばならないのは当然のこと 
だと思います。そんな意味からも 
今度の遠征ではーホでも世界の卜 
ップレベルに近づけるように巧力 
し、私にとって飛躍する石段とし 
なければならないと思います。 

F P 藤中憲二- 

山口県出身、 U 才。天 
屠中—岩国 H — 日体大 
4年(が歴9年)〇1 


n 7 > 9 Co 
n 7 6 p 

① 栄えある全日本のョ I ロッパ 
遠征 メンバー に選ばれて大変 うれ 
しく 思っています。僕の ょうな 未 
熱なものが選ばれナショナルチー 
ム の一邁手として練習出来る こと 
が不思議なくらいです、だから、 
このチャンスを逃がさず、代表選 
手の良い所を勉強して見習い、練 
習に練習をまわ、誰が見ても恥ず 
かしくない選手になりたいと思い 
ます。又本学を代表して巧くのだ 
から巧動、態度に注意して一層精 
進して巧きたい。 チ）ムのメンバ 
—に透ばれても十七名の多人数だ 
から レギュラー に入るのが容易な 
ことではない。透手同志、お互に 
競争になりそうだ、日体大百名の 
部員の為にもレギュラ—になる決 
ムで頑張り期待に添いたい。 

■この遠征は自分にとつて良い勉 
強となり可能性を確かめる絶好の 
チャンスでもあるので広範团にわ 
たっていろいろなことを学びとる 
つもりです。 

② 始めての遠征でポィントを何 
に絞って良いか判りません。轰れ 
もやって見たい、 これ もといった 
状態です遠征に巧き何も得られな 
かったら申し訳けがないので行く 
迄にはポィントを捜しておき、か 
つて世界大会に出た人の話しを- 
つ でも多く聞き勉強して行く つも 
りです。1度西ドイツが来日した 
とき試合を見てハンドボ I ルその 


ものが異っているのに驚きまし 
た。最近日本人もスヶ I ルボ大き 
くなったといわれるが、まだまだ 
格段の差があった。だから、僕が一 
番知りいたのは、小さい日本人が 
世界の長身を相手に戦うのに、ど 
うしたら勝てるかとい うこと で 
す。最めて世界のハンドを見るだ 
けでも勉強になる。ョー □ッパに 
ハ.ンドボ I ルボ集中しでいるだけ 
に多方面に良い勉強となると胸を 
ときめかしている。ただ僕の脳裏 

にある ョーロ ッパのハンドボ ー ル 

がどのようなものか現実と一致し 
ないので何を学んで来たいかキャ 
ツチし がたい。 バクゼンと してい 
ると いうのが現在のム境である 0' 

F P 有永修二 

兵庫県 出身、 W 才。陵 
甲中 I 西宮東高—立教 
大3年(球歴5年〕1 
m 如、巧区0 

® このほど欧卵遠征メンバーに 
選ばれたわけですが、初めは運ば 
れるなど夢にも思っていなかった 
事だったので、この事を聞いた時 
嬉れしかったと-言う よりもビック 
リしたと言うのが実際の気持ちで 
ず。そしてあらためて、これから 
が色々な意味で大変だと思い まし 
た0 

遠征メンバーに選ばれたからに 
はやはり、この名誉に恥ないよう 
に頑張りたいと思いまず。そして 


出発までに出来るだけ自分の短所 
を補い、長所をのびるだけのばし 
むこうに行っても恥かしくない様 
にしたいと考え、大いに意欲を燃 
やしているか第です。. 

③これまでに外国へ遠征された 
先輩の方々から外人選手とゲー 
ムをした時の様子などについて聞 
いているわけで、かなりの外人コ 
ンプレックスをいだいているのを 
感じます。まずそれらの事を実際 
に自分の目で見、そして肌で感じ 
で来たいし、そのコンプレックス 
をなくしたい。やはり欧如のハン 
ドボ—ルは日本のそれょりも数歩 
進んでいると言っても言いずぎは 
ないだろう。そこのトレーニング 
方法を見てくるのは大いに役立つ 
だろう。また日本はバックが弱い 
と言われているが、どこがどうい 
う様に弱いのか具体的に学んで来 
たい。またゲーム展開や、攻撃方 
法、特にステップシュ]卜、パス 
ヮ I クな ども勉強して来て、来年 
2月の フランスで 巧われる世界運 
手権に「これならやれる/」という 
自信をつけて来たいと思います。 

F P 中井武 111. 

京都市出身、 W 才。八 
を中—伏見 H I 同志社 
大3年 C 巧歴8年}。 

1 ち 、 SKO 

①私はこのチ]ムの最年少者で 
をり、.他の方々と違って技術面で 


も精神面でも甘さが多く、経験、 
知識の浅さもをりますが、このた 
びのチャンスで念願の日本の一流 
の プレィャー の方々と一緒にボ I 
ルを擾るができ、国巧合宿でも多 
くの得ることがありました。まし 
て本場ヨーロッパに遠征できるの 
ですからいろいろの技術や知識、 
それに、精神面においても吸収し 
たいし、学びたい事が 多く ありま 
，す。そして、それを自分のものに 
.確実にしたいと思っている次第で 
す。 

③ル— マニァで 何を学んできた 
いかと聞かれても、今の私には、 
学ぶべきことが多すぎると答える 
しかありません。今迄自分は、関 
西では、ある程度通用すると思っ 
ていたが、ナショナル チー ムに入 
って自分の プ レ—が、いかに劣っ 
ていたかがわかった。この遠征で 
まず チ I ムプレ I を 少し.でも身に 
つけ、皆さんに近づきたい。それ 
と私はか国 チ— ムとの試合経験が 
ないので.、外国人の恐しさも、欠 
点も、わからないので、ル トマニ 
ァで、外国選手に通用す るプレ ー 
を身につけてきたい。又、共産圏 
諸国の.試合にがする執念といぅも 
のも学んできたい。 

渉外役員に渡辺氏 

日本協会では、欧州遠征チーム 
の渉外及び通訳として渡辺俊夫氏 
(東大学生)を委嘱した。 
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欧州遠征をおよそーヶ月がに控 しかし、後半になると、全日本 


えた全日本男子ナショナルチーム 
は、チーム結成第1戦として4月 
日午後日時から二千近い観衆を 
集めた大阪府立体育会館で、大阪 
イーグルスと親善試合を行い大量 
把点を奪って快勝。貫録を示し 
た0 


桌男器り )6 


嫌 r 


〇……全日本は野田、ぶ藤、近森 
飯田、木野、有永、 GK 本田でス 
タート したが、立ちをがりはスピ 
1ドもなく精彩を欠いた。 

これは、苦しい条件下でも実力 
をフルに発揮できるようにという 
狙いから、この日の午後東京を出 
発し会場へついたため、ゥホーム 
アップに充分な暗間がさけなかっ 
たことも原因している。宿題とし 
て残ろう。 

0 . 相手の乱調をつくことのう 

まい大阪イー•クルスは、唤つくり 
した。へースに誘いこんでをいてっ 
た0 


得〇 〇 32100000000 
げ崎川塚尾井上木岡中崎おぜ 

い島広握おお井青化田山奥木 


が田^^お野藤を田田川中井井上岡野巧 

^本お下巧木お有飯巧早藤化中井平れ ^ 
得〇 〇〇 50541133231121 ^ 


はようやくプレーにスピ I ドボの 
り、 W 砂東ボインターセプトから 
独走したのを口火に一気に得点を 
重ね、疲れのみえた大阪阵になだ 
れこんで強味をみせた。 

〇……全日本は練習過程からいっ 
ても、高度なチ ー ムプレーはまだ 
望めない。この試合でも、ごく単純 
な組み合せの連けいプレ]しかみ 
られなかったが、いつたん波にの 
るとさすがに史上初というスヶー 
ルの大きいチームにふさわしい迫 
力に富んだ攻撃をみせ、おのネン 
ザで序盤出ただけの木野を除く全 
員が得点を記録した。 

〇……課題といわれるデイフェン 
スカは、相手がベテラン揃いの 
力よ扩も技のチ I ムだけに、はた 
して外人選手に通巧するかどうか' 
この試合からは判断できない。 

1•日デイフユンスの中央部を1 
m 抓級が埋めるのはれ観だボ外国 
ホ！ムの突進力は想像扮上のもの 
がある。ルーマニア合宿での成果 
く，、.，、. を待ちたい。 

6 〇……日本協会と強 
の対委ではこのような 
ナショナルチ I ムの 

巧国内お戦を積極的に 
_ 7 斤うことになり、9 

上岡野}月上旬実施に移す予 

けを。 

中 P な .ち 
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谭めでくださ t ^ TMikaha 

完全巧おじが■する強お I さ、バウンドの M ■ ■ 

正確さ、そしてダイナミックな禅性と hand ball 

は群の耐义性-世巧じ誇る<ミ カサ〉 



日本ハンドボール協会おまな 

a 星^’‘なが含が 


全日本男子強化選手を指名 


強化対策委員会では昨年ホに発 
表した逢日本男子第一か候補選手 
做名のぅち、第二次候補(欧州遠 
征メンバ—^::名〕にもれた別名の 
遠手(別掲)を「全日本男子強化 
選手」とずることに決め指名し 
た。 

第二次候補を「全日本 AJ 、 強 
化選手を「全日本 B 」 とし、 B の 
合宿を6月中にいちど關きたい意 
向である。 

また、 A 、 B 合同の強化合宿を 
9月下旬に予定しており、その結 
果、選手の入れ替えを試みるが、 
上半期 (4 月〜8月)の主要大会 
のデ I 夕{をもとに新たに B チー 
ムへ選手を加えることも申し合わ 
されている。 

なお、1月の第一次合宿に試験 
や勤務上の都合で参加できなかつ 


た 7 名の選手は、そのまま強化選 
手として残されている。 

村田強巧委員長の話欧則遠征 
する全日本(第2次候補)と今回 
指名した強化邁手にょる合同練 
.習を 9 月に巧い、その結果、第 3 
次候補を選ぶつもりだ。 

合同錬習までに強化選手の中へ 
今シーズン成長を示した プレィヤ 
I を補充しておきたい。 

来春の世界選手権に出場する巧 
表が嚴終めに決まるのは^月のを 
日本運抜大会をになるだろ 
守りの強化に懸命 

を日本、第2次合宿おわる 

全日本男子第二次候補(欧州遠 
征チ—ム)の第二回合宿は 4 月じ 
日から如日までの 4 日間東京駒沢 
体育館と大崎電気室内縄習場で巧 


われた。 

2回目の顔合せ。選手同±もと 
けあい、それがパス練習などにも 
はっきり現れるょうになった。個 
々の持つ秀れた テクニックが 「チ 
I ム」 としての力にまとまれば、 
史上最強といわれるにふさわしい 
攻守の展開は容易で志る。 

が田監督、勝、け野両コーチそ 
れに化川、高橋(英〕強対委員ら 
の建てたプランも前回の個人練習 
から"チ I ム造り"へ進められ、 
第2 日 (化 日) な降は、コン ビネ 
I シヨンプレ I (3 対3〕 が 練習 
スケジユールに 初めて加えられた 

期間を通じてのテ I マは「デ 
ィフェンスカの強化」におかれ、 
極端に云えば練習時間の8割が守 
り、.攻めの諫習は2割にしかすぎ 
なぃ。 

これは、前回(む年の世 
巧邁手権で艦得点 (^) = 2 位、絕 
失点(别 } り巧位というアンバラ 
ンスをうんで、外国の関係者から 
『日本は守りさえ強くなれば、世 
界の A クラス』と云われた教訓に 
もとづくものである。 

.最終日(如日)には、学生界で 
今シーズン最有力といわれる日体 
大と練習マッチを交えた。- 

ハ I フ マッチ(攻防戦)まで諫 
習過程が進んでいない全日本は、 
個人技を活かした単調な攻擊しか. 
示せなかったが、チャンスをつか 
むと、各選手は多彩なシュートを 


見せて得点、ハードトレー ニン グ 
にょって養われたスタミナにもも 
のを云わせ前半で勝貴を決めた。 

しかし、ディフ H ンス面では突 
進力のをる蔚藤 (1 m 别、如 KO 全 
日本 B ) などにしばしばシュ]卜 
チャンスを許しており、外人選手 
を相手とするにはいっそうの研究 
がぶ要だろう。 

欧州へ出発までにあと1回 (5 
月4日？8日•東京)合宿を巧う。 

化お道選出理事に石切山氏 

化お道協をはこのほど役員改涅 
を斤い石切山捻治氏(日化大出) 

を理事長に再運した。 

また化海道ブロックからの日本 
協を派遣理事として同理事房の重 
任もみめた。 

国体に関する登録規定 

日本協会総あ部では前号既報の 
「昭和^年度日本協を登禄贾領 J 
のほか、国体における登録規定に 
ついて次のょうな連格を関巧者に 
送った。 

一、高校男女は、今年をも還抜 
•混成チ I ムの出場ボ認められる 
ボ、その場合は、あらかじめ「チ 
—ム名称」の名儀登録がお要であ 
る。登録料その他姑入金は不要。 

I 、 国体に限り、を部巧とも人 
員は U 名に特別規制する。 


B 賓 

本巧遲 

日け化 


全 


' 1、王. 

浦， 
立一二芝 


就大 


出大大 

"がみ体" 

中中日 
VCCC-A 


全強 


雄郎譲春夫か清久美男一 
敬」宗俊離一勝光亮 
宗 

貫口形実石山木藤藤上 
綿川尾森新明 f ぷ斎井 


K 

G 


P 

P 


"，景気学ク島条会大出大大 
ィス電化丘ド,発商を^台 
阪ル崎ち国だ本進署ホを 
大グーニ大住三全日日立同明早 

穂き巧腊旧之巧英郎義治男 
.ち久寿則文高二栄を幸 
正 

井名村藤端原村山口浦井木 

福江西加飯市化大野が藤鈴 

、 
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審判部の国内日程決る 

〇全日本大会審判員研修会 
場所 ま® 

■期日 5月の曰〜扣日 
0公認寓判員研修会 

場所富岡市 (ィンタ ーハィ〕 
上屋市(お喊員大を〕 
畏崎市(国体〕 

名古屋市(実業団大会〕 
巧日詳細未定 
ヵッコ内の大会が間中にま施。 
か年開催され、巧評だった全国大 
会審判員研修会は本年も巧年とほ 
ぼ同じ時巧に開催されることにな 
った〇 一 

審判技術の統一という目標を達 
成するのには、もっとも巧待のか 
けられる研修をだけにその成をが 
待たれる。本年は複まお制という 
い制度を巧おさせていかなければ 
全く新しならないだけにより一層 
ここでのルールが釈、思想統ーボ 
あ要になってくる。 

審判部のより一層の巧カポ望ま 
れるところで去ろう。 

この化、.ブ a ック単位の講習を 
ボ例年通りもたれるし、年1回の 
審査になってい審判審査を員会は 
が年 1月 U 日に予をされている。 
.また審判部合同会議は8月7日と 
が年 1月 W 日に予定されている。 

齒審制、国際審判員講晋会へ山 
田計氏を派遣するなど、多くの計 
画ボをる審判部の着まなを展を望 


みたい。 

技術部の本年度計画 

をが部は本年をは巧ホの普及部 
の事業もをめ事業を進めていくこ 
とになっているため、普及関係、 
技術関係の施策がもたれている。 

普及関係としては、自衛隊への 
普及が大きな目標とされ、将来自 
衛隊全国大をの準備と講習会がも 
たれるモをになっている。- 

それとともに中学校の指導要領 
のな正に伴ない、いかに指導普化 
を進めていくかの研究が、従来の 
技術部の指導体系作製委員会の仕 
事と関ををもちながら進められて 
いくことになっている。 

技術関係では、中学巧の指導書 
の作成のための巧巧を巧ない、巧 
成吨の基礎編に続いては術•練習 
編をも作成していく予定。 

寂しさを感じるのは、巧年度め 
ざましい活動を行なった技術資料 
作成を員をの仕事のお続事業ボな 
くなっていることである。地巧な 
仕事だけに、すぐにどうといった 
大きな成果は得られないであろう 
が、5年を、 W 年をの巧巧のこと 
をち免るならばたとえ巧々として 
でも続けていかなければならない 
化事であろう。 

何らかのあで、.めばえはじめた 
芽をつまずに、地道な データ 集め 
の仕事を積み重ねていくべきであ 
ろう。 


全日本総合選手権の 
要項を一部改正 

を立大ら推せんチ—ムホ定 

丄、競技方を、予選制をはけ年に 
準じる。 

、◎協をお薦チーム U 巧年度優 
秀3チーム(全立大、日体大、 
大憾電気〕 

◎地区け表チーム、 S チ I ム 
関東.東あ-ぶ幾各 2 
化お道.ま化-化信越- 
中国.四国.九州各 1 
◎学連け表 9チーム 
◎実連代表 4ずーム 
◎あ職連け表 2 チ ーム， 
◎開催県代表 2チーム 
あ穏員連盟の設立にょって、総 
合惡手権のチ I ムボ右のょぅに決 
った。学速.実連.あ職連巧表は 
6月 W 日を、地区巧表は 7 ' 月 1 日 
をに協会に連路することになって 
いる。 

.女子は参化チームボ W チームな 
内の'場合には、準決勝リーグ、決 
勝トーナメント方式を揉用する。 

第1回常務理事会 

.議事録.接すぃ〕. 

——1-4月3日- 

本紙©〜感頁詳報城外の議決事 
項はかのとおり 
一、渡辺 J 曰 C 委員(副会長〕 
から JOC に対してハンドボー 


ル関係から役員の違出を要望し 
たと報告。 

一、国体常任委員会にハンドボー 
ル関係者を送りこむよう巧める 
一、選手強化にともなう対策とそ 
の予算については西副会長—村 
田強化委員長のラィンによって 
進める。 

一、村田強化委員長(注•ホブザ 
—バーとして出席)から、ホモ 
のトップレベル強化に対しては 
.実業団各チームのバックアップ 
をたのみたいとの発言。 

一、今年度の国体は、登録を U 人 
とし、 GK の背番号は原則と し 
て1あびにとする。 

一、事務局員の社会保険などを葛 
りよする。 

一、 日韓高校スポ I ッ 大会 (8 月 
駒沢〕 実行委員の B 本協会を当 
者を若崎重富常務理事とする。 
(高 体 連 側 担当者は 徳永睦お氏 
に決定している〕 

I 、事務局員二 I 人の担務をかのよ 
うに決めた。 

▽財務•登録関係.腰塚秀け 
▽強化委(全日本〕改び常務遇 
事会関係 原 績け 
▽機関誌•庶務 並木 一二 恵モ 
@4 月 W 日臨時常務理事をの議 
事録は次号に掲載。 

訂正 本誌前号で飯田昭新常務 理 
事(立教大出〕の名前を明と誤 

って お伝えしました。つつしん 
でお記びいたします。 
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--- 全日本男モ下半期国巧合宿予定 
▽を5化 8月26日〜29日 

▽を6か 10月29日〜11月1旧 

▽巧7な 11月泌日〜20日 

▽第8ホ じ月21日〜25日 

▽第9次45年1月21日〜25日 
▽第10か 2月9日〜13日 

▽第1次44年1月22日〜26日 
▽第2次 3月22日〜25日 

▽巧3か— 4月17曰〜20日 

▽を4次 5月4曰〜8曰 



W 回の合宿 

B (強化選手の名〕それに新強化 
邁手を加えての合同合宿とし、蔭 
了後、第 S か候補選手(詳細未定) 
が発表される予定である。 


日韓高巧、..程決る 

韓国の高校チームを日本に迎え 
て巧なわれる日韓高校 スポ I ツ大 
会の日程ががのょぅに決定した。 

会場は駒沢屋内体育館。 

▽ 8 月 U 日^時，^巧時 W 分 
如年度インターハイ東京け表チ 
ム(東京地区優勝チ I ム) 

V 8 月の日 U 時〜巧時加分 

^年度インターハイ優勝チーム 

6月に韓国遠征校決定戦 

0全日本学連では韓国に遠征する 
巧表チーム決定試合を目月2日廚 
'が屋内球技場で開くことは決めた 
参加校は関東、.関西、東海の3 
学連から推せんされた各一校でリ 
I ダ戦にょって巧表を争ぅ。 


7月に全日本自衛隊大会 

常務理事陣に若手起用 


全日本実業团連盟は、4月6日 
東京.大崎電気で理事会を開き才 
—ナ—中ムであった常お理事降を 
実働力のあるち手に切り替えた。 

また、おおな正を行い、組織(第 
3を〕を、これまでの大地巧制か 
らを都道府県ま連(沖縄をふくむ) 
単位とし、実連を持セぬ地区は、 
所属ブロックまままたは単独チー 
ムをもって組織団化とする。 

このほか、巧1回全日本自衛隊 
透手権を7 月 駒沢で聞催すること 
に巧をした。 

^全日本実業面連盟ではまる4月 
^ 6日の a 事をでがホ色々な方面か 
^ら育成を叫ばれていた一がクラブ 
^チ— ムに ついて、未だに日本協を 
^より何の手もがたれていない現状 
^を顧みて、それを包をした全日本 
^社を人連盟にしたらどぅかといぅ 
^提案ボなされ、本年度はその検討 
^巧間とすることになった。この提 
^塞の内をとしては、この7月に巧 
^めで開催する全日本自衛隊選手権 
と 前記一おクラブ、実業団の3本 
^をで もってこの 社を人連盟を運営 
^し、 この 3者の上位 チ I ムでリー 
^グを 開いたらどうかというちえ で 
W ある。 


〔役員〕▽会長古賀巧佐巧(千代 
田印刷機製造社長)▽副会長渡 
辺和美、山岡憲一=な上留任、数原 
.洋二=巧巧▽理事長田中お章 ▽ 
副理事長平出一▽常務理事池 
田鉄哉、江名英彦、岡部正文、猪 
方を巧▽理事富永巧、西村亮を 
田中登司治、并薰、隅田正彦、阳 
巧奉昭▽監事古留健一郎、お田 
猪一二が▽日本協会派遣役員田中 
平化。 

1名欠員の理事には山口県まを 
巧事長ボ決まりしだい就任。 

しかし、一般 クラブ チ I ムにつ 
いては各県でその育成の方法がマ 
チマチであり、運手そのものをす 
ベて実業団、クラブに完全に色分 

全日本社会人連 
盟への構想 


けしてしまぅ のは今後の実業面或 
いは クラブチームの 成立を妨げる 
可能性もある。だが、進んだ県で 
は〇〇髙 OB というクラブから脱 
却して地域別に或いはヨ I □ッパ 


世界選手権までに 

選手強化対策委では欧州遠征か 
ら掃国後、来春の世界選手権まで 
の全日本男子強化プランを検訊し 
ていたが、このほどその日程を次 
のょぅに内定した。練習地はいず 
れも東京の予定。 

このプランどおりに実施される 
とずれば、ルーマニァでの合宿を 
はさんで画内合宿は1月、3月、 

4月、5月の4回をふくみ、合わ 
せて W 回巧われることになる。か 
ってないことだ。 

なお、第5次合宿 (8 月如〜拙 
日)は、別面所報のとおり、全日 
本 A (第二次候補選手 U 名〕、-同 

式の クラブに なりつつ あり、この W 
場合にはぜひ共 クラブチ I ムだけ^ 
の大会が欲しいと思われる。 I 
従って日本協会で手掛けるべき W 
か、全日本実連ですべきか異論の^ 
あるところだと思われるが.、ここ^ 
に 問題を提起して各巧のご意見を W 
聞きたいと思ぅ。そしてぜひこの^ 
機関誌ボ中ムとなって意見を集め j 
て載きたいと思います。 》 

手近かなところではまづ愛知ク^ 
ラブチ I ム連盟理事長の太田氏及^ 
び非常に進んだ考えで育成されて^ 
いる岐阜県の方などにぜひ具体的^ 
な方法その化を発表して載きたへ 
い。(全日本実業団連盟理事長〕^ 
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杉山 茂- 

( NHK 巧動部） 


1969年 
を展望する 


本里野藤森上田岡大を巧 
東か東ら 

福下けあな井飯平.立はか、、 

K P は契人 
G F 東平お加 


という最強メンバーをホくわけだ 
ボいずれも全日本第二次候袖のた 
め、国内試合には姿を見せない。 

世界遼ホ権を控えるシ—ズンに 
後巧透手を•現場*に化さぬ巧由 
はどこにあるのだろう。 

しかも、協会関な者は、全国巧 
事会の決定というだけで、詳しい 
説明を一切巧っていない。再検討 
のを地は巧されていないものなの 
か。 

第二は、学園紛争により大学の 
チ]ムカボはなはだ不安定なこと 
でをる〇 ' 

学事日程の乱れで、疎習ボ思う 
にまかせずホ調整のまま公式シー 
ズンを迎えたところ、あ入部員ゼ 


強力な日体、中央大 

なお大はカラ—を-変 


男 子 


... 前述のように学園紛争 

学生界の影響をぞくのチーム 
ボうけており、その実力を巧察す 
るのはなかなか難しい。 

しかし、今年もあいかわらず関 
東勢が全国最上位を占めることだ 
けはまちがいなかろう。 

なかでも日か大(東京)の呼び 
声は高い。早川(全日本〕高橋らを 
卒業させたうえ GK 本田、ポィン 
トゲッター藤中を全日本に抜かれ 
ているが、井上、るを(ともに全日 
本 B 〕 を中ムに谷藤、氷海、を原 
大川塩時、 GK 大村らでヵバ—眉 
の厚さをみせている。 

巧年は関ま学生春季、全日本学 
生と巧調な スター トを切りながら 
下半巧はやや精おを欠いたが、今 
年はを大会とも優勝候補の-番ホ 
にあげられる。 

全盛巧をつづける立教大(を京) 
は野田(全日本〕、を(同 )、 GK 
W 口と を守の要がをけ、かなりス 
ヶ— ルボ少 さく なった。 

しかしル野口、化藤、 
戸田、倉前、稿本らテク-ーシヤン 
の勝負強さは、トップチームの実 
力を充分に備えており、むしろが 
年までとは異つた カラ ーでどのよ 


うな試合ぶ々を見せるか巧巧巧 
い。巧人では片山(おが南賣が 
まず出て こよう。 すばらしい成長¬ 
を示して いる左崎. 有永は全日本. 
のためはずれる。 

中央大(ま京〕の評判も高い。 
GK 望月、喜田、植木(全日本 B 〕 
長広らま年のま力が巧り、お、植 
田-佐藤•中巧らを手も仲び豪快 
な巧撃を誇る。高校界で出をと 
いわれた巧輪(中央大附高〕佐々- 
木(明星高〕ボ入学し、巧守の厚' 
味は日体大と互ち。巧輪は"ミュ； 
ンへンのホープ《と一一望されてい 
る選手だ。問題は毎年期待されな 
ボら肝、むのところでのぞかせるも 
ろさだと思う。これさえなくなれ 
ば宿願のタィトル獲得は有望であ 
る。 

この一一一校を追うのは早大(ぞ 
京)、関西大(大阪)、同ま社大 
(京都〕、法政大柔裹、東®教. 
大(東ま)あたりではなかろうか 

早大は、 GK 綿貫(全日本 B ) 
ら三人が卒業したが鈴$ (全日 
本 B )、 鈴木博、尾島、裔藤、お山 
とを撃陣の主力が健をだし 、 GK 
山本も成長した。 

法政大は荒井、武井、' 大お、西 
巧新人.田上馬本市度らで今年_ 

もダークホ—スとしてあばれそう 
だ。昨年は惜しいところで負傷者 
が続出1逸機！もが、滑り出しさ 
えうまく巧けば一化乱を巧じ5。 

ま京お大は長身平岡(全日本〕 


口のと ころなどボ軒なみだし、 3 
月の日の「全関学人総決起集会」 
では関学.川上貴司選手(高津高 
化〕が左目失明のおそれもある重 
傷をおうというす幸なできどとを 
招いている。. 

各化リ—グ戦はかなり混戦.盐 
戦の様相を呈しそうだ。. 

巧一二は女子巧の名門•を知が 
(愛知〕が正式に部をが放させた 
ことである。を社側の巧由にもよ 
るが、黄金時けからあまりにも一 
気に巧をころげおちてしまった。 
さびしいことだ。ま業団チームを 
を続させていく難しさをあえてい 
ると いつてもよいようである。し 
かし全日本紹合6連勝をはじめ約 
M 年間に W の全国タィトルを掌中 
にした偉業は永く巧ホにとどめら 
れるだろう。改めて当時の プレイ 
'ヤー、関係者の.巧力に敬意を表し 
たレ。 


来をフランスで 開かれる予定の 
巧7 回世巧男子 7 人制遠 手 権を頂 
点として.、，今年の球巧は盛りをが 
つたムードのうちにがしい歴史を 
刻みこむことになるのだろうが、 
ジー ズ-ン 開幕を前に見のボすわけ 
にはいかぬ問題がいくつかあるの 
で、それから書いていこう。 

その第一は、日本協をが、全日 
本男モ第二次候お^;人の国内公式 
試合化場を規制したことであ 
る0 

思い切つた措置というま持もあ 
るボ、大方は、その意を巧がしに 
くい表情である。 

学生巧ボこのかちに猛反巧なこ 
とはすでに本誌でも伝えられてい 
るが、最を候補でもない遇手たち 
を何故"全日本*に抱巧しておく 
のか、おもフにおちない。 

例えば、実業団のが.大隔電気 
(埼玉〕は本来なら 


日一日と 近づくパリの世界還手権、そしてミ 
ュンヘン.オリンピック。 国巧球界の鼓動も激 
しく高くひびいているようだ。 

希望のうちに迎えた19日9年の国内有カチ 
—ムを化めてみよう。 
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ボ学窓を去り、を藤、を野、水藤 
らの巧技を中ムとするチームに変 
わった。好守の GK 上野ボ昨棘の 
負傷から完全に立ちなおっていれ 
ば、チー ム としての バランス がと 
れているだけに活躍しょぅ。 

関西势の奮起実るか 

巧倒関東をめざす開西学生巧に 
あっては、やはり関西大、同志社 
大が他披を1歩り I ドしている0 
シーズンふたあけの西日本学生 
(本誌お頁参照〕でも両校の決勝 

となっ.ている0 

昨秋、不利の予想をくつがえし 
同志社大の手からは権を奪った関 
，西大は、今年も緒戦の対決をバー 

でモノにし幸先ょいスタートを 

みせた。 

GK 西口、長野、宮永らが去った 
ものの馬着、許、松田、中社、西脇、 
宮松といった攻撃の要が残った0 
スヶールも近年になく大きいしま 
定している。タィトル奪還をめざ 
す同孟社大は松浦(全日本 B ) と_ 
GK 和保が卒業、 H] ス中井を全 
，日本にとられるのが痛い。 

舟木、巧田、中野、光田、阪野らの 
奮起でなんとかしたいところだろ 
ぅが苦戦はさけられまい。 

両校にとって共通の目標は関西 
学生の優勝であり、全日本学生で 
関東勢の一角を崩すことだ。 

2年つづけて、全日本学生でベ 
ストエイトに残れなかった低調を 


関西学生界 I 団となって発奮して 
いると聞くが、ィキの抜けね関東 
学生のょうなもみあいが見られぬ 
ことも 不振につながっていると 
ずれば、反省は一校、二校だけのモ 
ノではをるまい。課題はやはり 

"スピ I ド"だろう0 

関西勢停滞のスキをついて飛躍 
を狙っているのは中京大(愛知) 
だ。 

昨年の全日本学生ではベストエ 
ィト入りを果たしたボ、今年はさ 
らに目標をあげている。巧者鈴木 
をりーダーに吉田、杉本、巧野、 
GK 有川らが主力。 

カムバック成るか芝工大 

第二集団には芝浦工大、明治大 
(いずれも東京〕、関学(兵庫)大' 
阪体大、大阪経大、桃山学院大(い 
ずれも大阪)甲南大(兵庫〕西南 
学院大(福岡)などがあげられる。 
学園^のあおりをいちばんうけ 
たのは芝浦工大であろう。昨年は 
シ ー ズンボ深まる とともにチーム 
カボ落ち全日本学生2化ボわずか 
に名 巧ら しい成績で春秋のリ I ダ 
は B クラスに 落ちて いる。 

全日本 B に名を連ねている森、 

新実、明石の若手トリホを軸に高 
銳、大江、大矢、金子、木全ら個 
々の持つ技倆は秀れており、を藤 
新監督を中ムにふ気一転まとまり 
さえつけば、最上化戦線への カム 
バックは容易とみたい。 


明治大は部員不足に楷んでいる 
が GK 田中、巧者藤井(全日本 
B 〕 田辺、野村と攻守にトッププ 
レィヤーを持ち、気力に縮ちたシ 
ヤープなプレ I はお統のものだ。 . 

伝統といえば、かっては関西学 
連の代名詞的存在であった関学の 
低迷を聞いて久しい。今年は学園 
を吹く嵐に大きくゆれ、西日本学 
生ではその姿さえ見せなかった。 

細井、真砂らル人数でどこまで 
戟い拔くか、名門の斗おだけが頼 
りといったのボ実情のようで去 
る。関西の新進•大阪体大は坂口 
を切り化に着実なチームカアップ 
を遂げており、桃山学院大も一二国 
止田、今西といった攻撃力に秀れ 
た選手を擁し、新人•巧(桐蔭窩}も 
大型(做センチ)だ。大阪経大はエ 
1ス桐をはじめ水野、脇田、清氷ら 
が健在、試合展閱に安定感がもう 
ひとつ欲しい。大阪体大を西日本 
学生で降した甲南大は二部から一 
気に一部 A クラスを狙っている。 
昨秋のリ I ダを 3 年试下で乗り切 
っており、. GK 巧田、吉川、山岡 
中村ら自信にあふれて いるようだ 

地方勢にあってその力を伸ばし 
ている西南学院大は1{女部、津田 
らで躍進をめざしている0 

上位めざす日大ら 

このほか有力と目されるのは東 
化学院大(宮城)、日大、慶応大 
国±館大、順天堂大、明星大(い 


ずれも東京〕、防街大(神奈川〕、 
富山大(富山〕、名古屋大(愛知〕、 
京都大(京都〕、岡山大(岡山)、広 
島大(広島)、山口大(山口)、松 
山商大(愛媛)、鹿児島大(鹿巧島) 
の各校。 

関東2部の首位を争うと予想さ 
れる日大、慶応大、さらに京都大、 
名古屋大あたりがトップダル I プ 
を狙う実力を備えている。 

地方勢では、が秋の九州学生で 
常勝西南学院大を降した鹿お島大 
'が、そのげ調をどう今シーズンに 
発揮するか興味が持たれる。沖縄 
で琉巧大、沖縄大が活動をはじめ 
たのも注目され よう 0 

苦戦必至の大崎電気 

• • • ■ 常勝大崎電気が前述 

実業団界《ように主を人を 

全日本に送りこんだための苦戦は 
さけられず国体(一般男子)、全 
日本実業団での連勝はかなり難し 
くなる。 

トップに躍り出て来そうなのは 
最近の実績からすれば一一一景(東 
京〕、住友化学菊本(愛媛)、常盤 
H 業(岐阜〕それに充実の日進商 
を(神奈川〕、宫击製鉄名古屋(愛 
知〕あたり。 

大崎電気は、西村(全日本 B 〕 
が選手兼監督け行ということにな 
り旗野、片山、.太田、谷口、佐藤 
佐々木らと新人林(兵庫 H )、 沢 
田(花卷農〕でメンバーを組むが 


GK に FP の尾崎を廻すといぅ苦 
ム.を強いられている。攻撃力はと 
もかく守りの不安はかくせない。 

ちなみに大崎はチーム結成 S 来 
実業团にはいちどしか負けていな 
い。ま力が中共へ遠征したが年日 
月、都民体育大会で留守軍が千代 
田印刷機製造(東京〕に喫したも 
むで轰る〇 

さて、優勝圏に をるな かでは一二 
景が江名、尾形(ともに全日本 
B ) を軸に高梨、.巧藤、柳らが多 
彩なを撃と巧みな守備を誇ってい 
る。新人も上平(明星高)、山本 
(中京高) ら 力の ある4 人を加え 
いちだんと厚味を増した。 

住友化学菊本は HI ス加藤(全 
日本 B ) のほか白石、金剛、神巧 
平野、新人伊藤(下をエ)らのちい 
力とベテラン落海、長寵、 GK 季 
原らの巧技がかみをってま定し 
た布陣である。しかしポストプレ 
I 中、むの攻撃はかなり各チームに 
覚えられてしまっている。今年は 
戰法に 一 H 夫を望みたい。 

常盤工業は、昨年加入した山田 
のシヤ ー プな動きで、チーム全体 
ボ しまって 来た。威力の ある 高橋 
巧技の中島、烏村、吉金それに G 
K 渡辺の堅守も相変らずで、丹羽 
(中京高)ら6人の新人を加えた 
のも プラスとなろぅ。 

この 3チ1 ムは 『ベストメンバ 
I の大崎を破らなくては……』と 
いいながらも、宿願の全国タィト 
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ル獲得に燃えており、激戦を展開 
しそうだ。 

日進商会と富±製鉄名古屋がど 
こまでトップチ J ムに迫るかは今 
年の焦点の I つといえよう。 

着実な補強をつづけている日進 
商会は米が、正本、永帽、化橋、 
奥が、 GK 大柴と主戦メンバ I が 
不孰のうえ、大山(全日本目〕、 
出口 (ともに法政大〕、佐藤(塩 
山商)、一一一浦(気賀高)と有力選 
手を新加入させた。大山(做 セン 
チ〕の 口.ン ダ ヒッタ ーぶりは定評 
が あり、、 氷島、化橋とともに豪放 
な攻撃を完成させれば、一気に最 
上位進出を果たせよう。 

富±製鉄名古屋も充実して来 
た。黒岩、高橋瑞と左腕日光によ 
る攻撃トリオは A 級だ。高校界の 
有望選手4人を加えたが、そのな 
かではま達(大分東高)がよい動 
きを示している。 

全日本実業団選手掩ボ地元で龍 
かれることもあり、ぜひともベス 
卜■フォア人りを遂げたいところ 
でおる。 

精鋭集めたヮクナガ薬品 

一試合も行わぬ前から話題にな 
っているのは大阪からデビユーす 
るヮク ナガ薬品だ。 

"日本の H 1ス"木野(を立教- 
全日本)をはじめ早川(曰体大- 
同) 市原 (広島商大—大崎電気—全 
弦島•全曰本 B )、 高橋、森(いず 


れも日体大)、久保、が井(いず 
れも香椎高)、 GK 极田(関学)と 
いう布陣はいきなり上化へランタ 
されるだろう。しかし今のところ 
スタッフ はこの8名だけなため、 

木野、早川が全日本に出向くとチ 
1ムが組めない。 

木野は『来年から活動という' 
ことになってしまうのではない 
か』と残念そうだ。 

同社の湧を常務は7年ほど前、 

関学のバックスとして活躍した人 
メンバ t 不足をみかわて同氏もエ 
ン トリー ずるという。 

上り坂の第2グループ 

トップダループを追うチームは 
多古巧.々、しかも意欲的だ。とり 
わけ西印刷機製造(東京〕、 
日本銷管京淚、セントラル自動卓 
(いずれも神奈川)、大同製纲(愛 
お)、本西技研鈴鹿(二一重〕、宗形 
製が所(大阪)、住友金属、丸善 
石油(いずれも和歌山 y 川崎卑 
輛、富女レジン(いずれも兵庫〕 
三菱レィョン大れ、日本銷管福山 
(いずれも広島)、武田薬品光、出 
光石油化学(いずれも山口)らは 
国体、全日本実業团の両大会でベ 
ストエィト试上への食いこみを目 
賴としており、攻守にいちだんの 
進境を示している。 

千代田印刷機製造、本田技研鈴 
鹿、宗形製作所、二裏レイヨン大 
れといったチームは部歴を重ね、 


それなりの実績もあるわけだが、 
対照的に今年から来年さらにそ？^ 
あと大きな飛躍をとげようとする 
チ！ムの多いのも斯界にとっては 
たのもしいこと だ。 

野田(立教大、全日本 )、 GK 
柳川(熊本市商)と二人の即戦力 
を加えた大同製鋼、下茂•向井の 
広高コンビを はじめ高校界の逸材 
6 人を 加えた目新製銅県はそのけ 
表的なものだ。 

また、武田薬品光、出ホ石油化 
学ら山口勢のようにホ経験者を指 
導しながらチーム造りにつとめ、 
全国大会での活躍をめざずまでに 
成長して来たところも目立ってい 
る。地道な巧力に敬意を表すると 
ともに、その键斗を願ってやまな 
、 r 。 

-このほか青森マッダ(青お〕、 
化電機.(群馬)、日立製作所(巧 
巧〕、ま田生命.(東京〕、金'が市役 
巧'(石 W 〕、 日本おを(神を W )、 
日本碍子 X 愛知〕、一二菱沾化(三 
重)、京.都信巧金庫(京都〕化陸 
竜力(福井〕、大阪ガス(大阪〕、 
東洋ソーダ、一二井石姑化を(いず 
れも山口〕らの試をぶりボ；圧目さ 
れよう。 

拡充をめざす自窗隊球界の動向 
も興味深い。 7 月には初の全国大 
会が予定されている。各隊とも大 
変な熱の入れようと聞くが、そう 
した努力が強チームの誕生に実る 
ことも間近いだろう。 


自衛隊 勝田 (を 城)は恃に斯待 
される 存在であり、，海上自衛隊閱 
係からも優秀チ I ムが出て来そぅ 
だ。 

大阪ィ I グルスが中む 

...• 全日本教職員連盟発 

教員界 おの 年で も あり、い 
ち だんの 充実が期待される。 

昨年、全日本お員で、初媛勝し 
た埼玉教員クと国体廣勝の大阪ィ 
1 ダルスが今年も化を引きはなす 
存在。 ’ 
.埼玉は、化井を全日本に送りこ 
んでいる。結城、高田、 GK 高橋、 
新加入の川添(順天堂大)らで全日 
本教職員2連勝を狙ぅ。地元だけ 
に負けられない。 

大阪ィ I グ ルスは福井(全日本 
B 〕、 攫塚、松尾、 GK 島崎ら不 
動の陣客である。ダークホース視 
されているのは新しく名のりをあ 
げた東京教員ク。大西、藤原、山' 
口、高野、 GK 綿貫(早大、全日 
本 B 〕 とスキがない。 

このほか、岩手教員、スヮロ — 
兵库、福井教員^福岡教員、長崎 
教員、熊本教員がトップクタス〇 

.AOK らの闊志に期待 

.• • • 斜陽といわれるが、， 

クラブ 巧むしろ苦しいを件の 
なかでよく活動していると賞した 


昨年は全日本線をに8、国体に 
'はけチームが出場している。 

実力的には、多くを望むべくも 
ないが、国体で AOK (栃木)、 
奈をク、全神奈川がベスト卫ィト 
に進出した試合ぶりは特筆されて 
よいだろぅ。 

全神奈川は文字通り県下の最強 
布陣で今年もこのシステムをとる 
よぅだと日進商会勢を主力に化村 
(全立教—日本発を、全日本 B ) ら 
も加わりダークホ I ス的存在にな 
り得る。 

このほか盛岡商友舍(岩手〕、伝 
統の清水勢を中ムとした全静岡、 
名巧桜丘会、中京ク(いずれも愛 
知)氷見ク(富山)紫ク(京都)、 
下関ク(山曰)西南ク(福岡〕、 
全長崎、韻本ク(韻本)の斗志に 
期待をかけたい。 

大洋デバ—卜、完ぺきな 

チーム造りへ - 

追う一番手 • 一二菱鉛筆 


女 子 


向上の一途をたどるといぅ表現 
ボ少しもホ^~バーに感じられぬほ 
ど、最近のホ子巧は充実しきって 
いる。 

国際的にも日本の実力は高く買 
われかえすがえすも昨冬の世界選 
手権流会が惜しまれる。 
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気をとりなおしての新シーズ 
ン。実業面はもとより学生チーム 
にも多くの有望高披生が進学した 
のが大きな特をである。 . 

しかし、実力的にはまだまだ実 
業団の天下は崩れそうにない。 

昨年一二冠を飾った大洋デ。ハート 
(熊本)は、新保につづいて射場 
が退いたものの、垂水、お尾、渡 
辺、 GK ル原ら全日本級を軸に下 
技、米を配した強力な布陣だ。 

井監督は『如か間フルにをり禮 
れるチ I ムにしたい』と大きな前 
進を企っている。 

カ プラス 技、女子 チ ー ム にはな 
かなか難しいことだが、昨年の試 
合ぶりをふり返ると、今年の大洋 
デパートは、この理想を実現しそ 
うだ。 

新人は菊池農から村中、蔵田、 
剣の S 人を迎えた。 

大萍デ。ハートを追う I 番手は三 
菱鉛筆(神奈^)だと思う。 

■昨年は、全大会優勝候補にあげ 
られながら惜しくも逸している。 

池田監督念願のダブルポストプ 
レーが完成されれば、「打倒大洋」 
はもと より、「三菱時け」開幕を 
告げることができるだろう。’ 

メンバーは S 井田、落合、阿部 
両佐々木、藤盛と6人が退部した 
が、これは後続の成長があっての 
こと。蓮見、鈴木、江川、 GK 吉 
田ら働き手がいぜん頑張っている 
し、 ホープ姫野も、2年目をむか 


え，、いよいよ大器の本領を葬揮し 
そうだ。 

新人は阿保(室蘭商)と林•阿 
部の湧谷高コンビ、それに德(小 
島中)の 4 人である。 

全日本選抜で廣勝の大崎電気 
(埼玉〕は早川、鈴木、 GK 川崎 
の ベテラン3 人と加藤、中野が退 
部した。 

いずれも全曰本のトップクラ 
ス。それぞ水個性を持った選手で 
患り、果して今シーズン中にこの 
{八を埋めることが出来るだろうか 

主戦メンバ I は小林、日向野、 
S 浦、栗林、山崎照、 GK 山田と 
なるが、新加入の山本、加藤(と 
もに新居浜市商)、志摩(ル諸商)、 
山崎(上田城南高〕、山中(小山城 
南髙)、長各川(二お高)らの力 
も今年の成績を左右する一つの力 
ギになりそうだ。 

•一巧年の 4 冠王田が妨(一二重) 
は、世界選手権の巧表にレギュラ 
—全員が選ばれたことが、逆に不 
運となってついに昨年一年間を捧 
にふってしまった。 

これさえなければ、各大会での 
連勝はつづけられたであろうし、 
少くとも無冠とい弓さびしい結果 
はさけられたハズだ。 

連手たちに動揺もあったようで 
水各、清水、種村の退陣が決定的 
となり、小林、渡巧信、- GK 體辺 
美それに甲村、一二毛らで再建の K 
夕 I 卜を切ることになる。 


4強追う新鋭トリオ 

4 強をはげしく追いぁげ、互角 
の力を備えて来たのボ東京重撒 
(東京)。昨年のメンバ I から畑岡 
が抜けただけ。期待どおり山本、 
淸口、»谷、 GK 川本らボ安定した 
プレーを身につけ牧野、長谷川、 
伊藤も伸びた。お人は G . K 中川、 
村上の菊池農主力をふくめ古佐原 
(小高農〕、長岡(ホ諸商)ら8人 
を数えている。 

『大崎、 S 菱のどちらかをたた 
いて国体出場』と近藤監督の抱負 
も威勢がいい。 

東海地区で田村がをおびやかそ 
うとしているのが'ブラザ I 工業 
(愛知)と大洋が(岐阜〕だ。 

ブラザーエ業は楠田ら 7 人が抜 
けたが高山、皆川の元愛知が組の 
ほか裝島(名女商〕松原(淑徳高〕 
など合わせて 9 人が加った。 

朝倉、五十嵐、家田ら昨年の主 
力を中、心に新加入者を配して若さ 
にぁふれたチームを福成すること 
になろう。 

2年目を迎えた大洋妨は佐々木 
が抜けただけで森本美、真田 、 G 
K 河村らが張り切っている。 

新人も強肩の西尾(紋別化高〕 
をはじめ GK 高田(室蘭商)、山 
根(京都明徳商〕、平野(加納一局〕 
らいずれもすぐ第 I 線に起用でき 
る選手ばかり。なお今年から元愛 
知祐監督•新繁樹氏がコ I チンダ 


.スタッフに加った。 

激しくなる日体—東女体大 

学生界の動きも活発である。昨 
をの全日本選あでナンバーヮン日 
体大(東京)が菊池農高にがれ、そ 
の実力をとやか.くいわれたポ、大 
いに奮起してもらいたいものだ。 

が学生の連勝をつづける日体大 
は川口、原、 GK 小野里とを守の 
要が卒業した。津龍、沢谷、中が 
らを中ムにか田、佐藤幸、.佐藤温 
栽原、 GK 秋間など若い力が今シ 
1ズンのポィントだろぅ。新人の 
中では木村(精華女廚)が光る。 

日体大と互角の線にまで.こぎつ 
けた東女体大は、 I 気に追いぬく 
態勢を整えたょぅだ。 

.韻答、浅見、中島、高橘恭、髙 
橋清(元愛知妨)、’姫野がそつく 
り 残ったと ころへ、 菊池農の優勝 
主将•水上、.阿部(秋田和洋髙) 
GK 坂野(巧巻南高〕翁長(小禄 
高〕 GK 松田(菊池農)ら実業固 
養望の有力選手が大量に入学して 
いる。日体大 X 東女体大のが決は 
昨年城上に白熱するだろぅ。 

東海にあって虎視たんたんとし 
ている中京大(愛知)は砂浜、森 
(礼)、安田の攻撃力がいい。中京 
女大(愛知〕とともに、開東勢に 

追いつき追いこせのムードはシー 
ズンごとに高まっている。 

関西のリーダ]格•大阪体大 


(大販)も東西対抗の關始などが 
刺激剤となり、今年から本格的な 
活動を示すことになろう。 

元気とりもどすか OG 

このほかの有カチームを探って 
みると実業団では東北宗形製作所 
(福島)、近江絹糸、豊田妨(いず 
れも岐阜)、学生では東京教大、 
国±館大、東京学芸大(いずれも 
東京)松阪女大(一一一重)、大阪薬 
科大(大阪)の動きが目立とう。 

クラブ巧では田井、化口、古川 
ら日体大 OG を中んとした大阪ス 
夕 I ズ(大阪)が活発に動いて 
いるよう だが、全和洋(秋西〕、 
全湧ハ公(宮城)、氷見ク(富山)寝 
屋 W ク(大阪〕といった名門高校 
OG も元気をとりもどして来た。 
全皆手、全福井、全広島、愛媛ク 
ら全県編成の傾向も強まってい 
る0 

日女体大(奉迈のヵムバックや 
愛知ホモ教員 クの 発をといった 
朗報がある I 方、実業固では愛 
知妨のチ I ム解消のほか日電高皇 
(山形〕、ほていや(長野〕らが 
リ關巧休業"になりそうなのはさ 

びしいニュースである。 

S わり〕 


C C 
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巧刷機械 

参パーフてクト（全自動 B 四截凸版印刷お）参を種断截お 


材料 

引戸ホケース馬参スチールが巧文植宇を•パテントダラ棚…などホ種 


高性能機パーフエクトのほかにも 
たくさんのすぐれた印刷機巧がありま 


巧:型 
活字 
写真製版 


3 千代田印刷機製造株式会社 

本 社 巧ず: 都千代田区神田がホ町1の4 巧 話け 3)(292)201 
お浜ま杜お巧巿西区茵島2 下目 10番20を電話け 45)(441)6782 代- 
福岡まれ福岡巿'巧!供所巧3を3 6を電話 （092)(28)3960 
千巧ま社モ弟巿巿巧通り12 2 電話 （0472)(27)6463. (22)3979 
立川エ巧昭島ボ東町1 下目 1 番 5号 巧 話 {0425)(23)3 け1 







海外トピックス 


わ山 茂 
藤本 強 


^ビエトお fu ゲォルジ 


東 ドイツ W ふ，^ 


ソビエト新 


ソン vT モモユビンリムもので患 
ルすウシ レョ 
ィチゴキリイノドシロ 
ヴイコマクカグズマソ 
— /,. —\ 

P 


ソビエト が IU ゲオルジェ 
ソビエト フランス 
東ドイッ S — U ゲオルジェ 
〔順位；！ ①ソビエト⑨東ドイッ® 
ソビユト新人感 フランス ⑥ゲオル 
ジ H 

ソビエトの陣容をみる 
この大会忆出場したソビ H 卜- 
ナショ ナルのま戦メンバーは上掲 
ンコフフフクスコンコ のよぅな 
-ン/ 

った〇 

クリモ 

M ---フ、ソロ 

G ,F ムコらは 
前回の世界選手権(昭が、スゥ H 
1デン)で4位になった時のま力 
である0’ 

GK ヴイルソン、ズドレンコ、 
ヵイュク、ダルビスらは昨年春の 
第3回化界学生の優勝メンバ I 。 

ソビエト新人はまったくこれま 
で中央で名の知られていなかった 
メンバ I で固められククルガ、ス 
ルビス、 GK シスチユリイといつ 

た連中がこの大会では活躍した。 

ゲホルジた(単独チー ム=： 英読 
みではグルジニア)はずでにブカ 
レスト国際りーダ (= 本誌；5号既 
報)にもソビエトを代表している 
強力なクラブだが、攻守の要は世 


巧学生優勝の フクハヵ—ゼで、こ 
のほかツ H ルスバ—ゼ、ネドベイ 
口、 ガゼ デリア ニといったところ 
のプレーが目立った。 

チェコ、ユ—ゴが対戦 

アイ バッハ国際 卜 I ナメントは 
4月3、4、日の3曰間、チ H コ 
デン'マ I ク、西ドイツ、ユ I ゴの 
4ヶ国ナショナルチ I ムが参加し 
て開かれた。 

チ 1コとユ —ゴは来春の世界選 
手指大会の予選で日本と同じ組に 
入る と 伝えられており ( H 本誌前 
号参照〕そのが戦ボ注目された。 

ユーゴは前半、迫力のある攻撃 
で 4 点の厦位に立ったが、優膳を 
狙ぅチ H n は鮮やかに逆転勝ちし 
た。チ^コの地力はやはり相当な 
ものだ。 

前回の世界邁手権で決勝戦を争 

つたチてコ X デンマークは熱戦の 

末引きかけ。 

チてコじ一巧西ドイツ 
デンマークユーゴ 
ユーゴの Is 西ドイッ 
チュコ W (分)2デンマ—ク 

チ H コ巧ムユーゴ 
西ドイツ^ 1 ^ デンマ I ク 
〔順位〕①チてコ2臟1分③デン 
マーク 1勝1 お 1分® ユーゴ 一-_ 

2 欺(得が、失が〕® 西ドイツ1 
勝2欺(が、 S ) 

スペイン、ラテン杯に勝つ 


は3月末マドリッドに地元スぺイ 
ンなど4ケ国が参加。スペインと 
フランスがともに2勝1分で首化 
となり、ゴールアベレージでスぺ 

インの優勝が決まった。 

フランス 巧モロッコ 
スペイン ポルトガル 
フランス ポルトガル 
スペイン モロツ C 
ポルトガル モロッコ 
スペイン；^ (分〕 W フランス 
店〔順位〕①スペイン2勝1分(得 
閒、失35〕©フランス2勝1分 ( 
が、則〕③ポルトガル1勝2巧® 
モロッコ3が 

ソビエトホモ、 地元で勝つ 

女子世界選手権の流会を余儀な 
くされたソビユト協会は、その代 
巧としてこのほど 「モスクワ 招待 
国際女子卜—ナメント」を開いた 
参加したのは世界選手権保持国 

ハンガリーをはじめ東ドイッ、ル 
I マニア、ポーランド、ブルガリ 
ア、ソビユトの6ケ国で、リーダ 
戦を行った。 

その結果、地元 ソビ H 卜と、ブ 
カレストが優勝 (= 本誌前号既 
報)の東 ドイッが4連勝して対決 

t -7と嗔ずらぬ攻防を見せ同率 

で並んだ。 

大会規定により得失点差で2点 
上廻ったソビュトが優聴とみまつ. 
た。ハンボリ I は3位だった。 


第 7 回 ラテン カップ国際 リーダ 東 ドイツ じ— 8 ル I マニア 


尸ンカリ I U —7 ポ1ランド 
ソビエト M 15 ブルボリア 
ポ i フン ド 巧 ブルガリア 
東 ドイツ 目 ハンボリ 1 
ソビエト ^I n ル I マニア 
尸ンガリ1 W ——7 ル1マニア 
ソビエト W —6 ポ—ランド 
東 ドイシ 巧 —6 ，ブルガリア 
ル—マニア U — W ブルガリア 

東 ドイツ UI 8 ポ I ランド 
ソビエト W 17 ハンガリ I 
ポー ランド U —3 ルーマニア 

尸ン カリ I 7 - 3 ブルガリア 

ソビエト 7( 分) 7 東ドイツ 
〔順位〕①ソビユト 4 勝 1 か.(得 
が、失朋) @ 東ドイツ 4 勝 1 分 ( 
得が、失说)③ハンガリ— 3 勝 2 
放®ポ I ランド 2 勝 3 敗®ル—マ 
ニア 1 勝 4 敗®ブルガリア日敗 
(杉山) 

スイス球界 

今冬の状況 

スイスの球界では、 U 人制がま 
だ盛んに巧なわれており、 7 人制 
は冬季のシーズンにななわれる従 
の立場におかれている。 ’ 

7 人制では、 B クラスと いぅ位 
置に置かれているボ、最近では、 
かなり脯をあげてきている0 
スイスでは、 7 人制は 8チーム 
による二回戦方式のリーダで 行な 
われている。一回戦の絕当りがお 
わうたところでは、 グラスホツパ 


ソビエト、を定の攻守 

東ドイツ、フランス両国にソビ 
エトのトップタラスを集めた3チ 
—ムが加って3月 W 日から4月3 
日までの5日間、トビリシ市(ン 
連〕で国際リ I ダ戟が開かれわ。 

今シ I ズン初めてといってもよ 
いソビエトナショナルチ I ムの登 
場はファンの注目を集めたが、緒 
戦で有カチーム•東ドイツを制し 
た余勢をかって全勝廣勝した。 

その安定したを守は、来春の世 
界選手権でも大いに力を発揮しよ 
ぅ。 

ソビユト新 ■ 1—日フランス 
/y \ 

ソビ H 卜巧品"；；細) W 東 ドイッ 

フランスの - ゲ(オソル^^エ 

ソビ T で g ^ビエト新 
東ドイツ フランス 
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1 ズが快調にとびだしている。 

グラスホッパーズはスィスでは 
古くから 強豪として知られている 
チームで、毎年スィス球巧では、 
上位にランクされ、ョーロッパが 
にも、 しばしば顔を出しているチ 
!ムである。 

第二位にピタリとついているの 
よ フイ デス • S t •ガレンで、こ 
の両チームの試合は次のような結 
果であった。 


グラスホ フイスデ 
ッ/ハース 3(718 一口 • St * 
(チュ^: au 14>*1 ガレン 

前半劣勢であったグラスホッパ 
1 ズは、後半多いに押しまくり、. 
前半の劣勢をはねかえし、6点の 
差をつけて、宿敵を破り、トップ 
にでた。 

グラス ホス パー ズは、 S t •ザ 
レンと対戦する前、現在一一一なにい 
るフアドフ•ヴインテルフルに一 
敗し、 St ■ガレンは四なの St 
•ホトアールに一度上をつけられ 
ていた。 

グラスホツパ ー ズは日 勝1敗、 
フイデス • St ■ガレンは 日勝 2 
敢、フアドフ•ヴインテルフルは 

4 勝 3 敗で得失点差 +1、 St . 
オトマ ー ルは 4 勝 3 敗で得失点差 
II 、 日位は BSV ベルンで 3 勝 
4 敗得失点差_ 1、 次が古豪 St 
V • St •ボレンの 3 勝 4 敗得失 
ぶ莲 .1 ST A 了 V バーゼルの2勝 


5敗、最後ボ氏 TV バーゼルボ1 
勝6敗でがり返し点をおりかえし 
ている〇グラスホツパー文がこの 
まま逃げきり、 W 年度のョーロッ 
パヵップ出場権を握るか、をるい 
は他チームが卷き返すか、 興味 •力 
奎る。 

また、 B リ ー グでは US •チユ 
1リッヒ、 TSG ベルンが好成績 
で A リーグ入りを果そぅとねらつ 
ている。 

世巧選手椎の予選で対戦するこ 
とに支つているルクセンブルグと 
スイスはスイス B チ—ムがルクセ 
ンブルダとバー ゼルで対戦して い 
るボ 、スイス B がもち前のボール 
技術とパスめ技術を駆使して前半 
3—2 から一挙にルクセン フル グ 
を引き離して快勝した。後半もそ 
の 誠子をスイス B は持続し、大差. 


をつけた。 


スイス 


B 曼贴 


——つ 


WI 6、1 ブルグ 


デンマ I ク球界 
今冬の状況 

国際試合では、このところ、や 
や元気のないデンマークだが、い 
ざと いぅ時には、7人制ハンドボ 
1 ルの故地にふさわしい活躍をす 
ることと 期待されている。- 
.国巧の試合を盛んに巧なわれて 
おり、 国巧リーグはたけなわとい- 
うところで ある。 


今みは、ステルネン•ォテンセ 
1 が快調にとばし、有名チームの 
打 G •コペンハ I ゲンをリードし 
ている。 

手許の情勢では、ステルネンが‘ 
試合を消化し、勝ち点 W ..7と 
U 試合をこなし、勝ち点^..5の 

HG •コペンハーゲンをリードし 
ている。 HG は、今後の試合を勝 
ち進めば、ステルネンの上に出ら 
れる。優勝は完全にこの2チーム 
に限定されている。 

といぅのは、一一一位のアルフス. 
KFUM が勝ち点巧： U 、 四位の 
スコブ バッケンが U : w 、' 化下、 

エフタースラエグテンの巧.* U 、 

へ.ルジンガ1 • IF の U : u ス^ 
ずオンがじ.. W 、 アジャックスが 
7 :け、 MK 別が7 :?3、 フレデ 
リ キア • KFUM が5 となつ 
ているのだから、この両チ*ムの 
中から今季の優膳がでる.のはまち 
がいあるまい。 

ステルネンと H G が図おけた強 
さをほこつ'ているが、おそらく、 
昨年の勝者 HG •コペンハーゲン 
ボ廣勝することになるであろぅ。 

アィスランドでは 
ハンドボールかス 

ポ I ツの 第一位に 

このところ 快調に国際試合を進 

めているアイスランドでは、ハン 
ドボ ー ルの人気は急上昇している 


今シーズンを各国を首都のレイ 
キヤ ビックに招待し、大いに力を 
つけていることは馬場太郎氏の欧 
州'だよりの中にも多く語られてい 
る0 

今をも 各国と盛んに試合を巧な 
つたが、主な対戦は西ドイッに U 
U — 別と二敗、チよコとは 
じ12と二敗、しかし、 
どちらもき わめて、.接戦を巧なつ 
ているのは多いにを目されるとこ. 
ろでをる o ' 

7人制ハンドボ I ルのアイスラ 
ンドでの歴史はきわめて古く、す 
でに19 2 6年から巧なわれてい 
たが、それは高等学校に限定され 
ており、中々一般には普なボ進ま 
なかつた。 

しかし、雌年巧になつて、盛ん 
に国際試合を巧なうようになり、 
遠征とともに、一流諸国を招待し 
多くの 国際試合を国内で巧なうこ 
とによつて強化につとめるととも 
に、これボおおいに普改にも役立 
つている0 

正に現在では、第一なのスポー 
ツに成長している。ョ—ロッパの 
化にある島国だけに、他のョーロ 
ッパ諸国とは立地の条件がやや悪 
いが、非常に多くの国際試合を巧 
なっている。 

ためしにこれまでに行なわれた 


ドイツには6敗、ルーマニ了には 

1 勝 4 が、スペインには 3勝2敗 
アメリカ合衆国とは 4 勝、フラン 
スとは 1勝2敗、ノルゥユー、ハ 
ンガリー にはそれぞれ2敗、ポー 
ランドとは1勝1放、ソ連に2敗 
フインランドとは 1 分、アラブ 連 
合に1勝の記録となって いる。 

国隙試合に力を入れることろい 
かに普改と強化に役立つかを、ァ 
イスランドは実をもって示したと 
いっでも過言ではをるまい。 

昨年、 曰本にも、ョ I □ッパ遠 
征の帰途でもようないかと招待す 
るアイスランドの 蹟極策は地理的 
にやや似ている我が国も多いに見 
習うべきであろう。 


たお L K こホつわ夕 
試合を志たつてみると、 


孤 


チぶコ、スウ ェ 1 デン _ 

に 接戦の末2敗 

今をの国際試合では、種々の異 
をボ生れているじとは既に本誌で 
も度々報じてきたが、今回はまる 
1月に巧なわれたスウてーデン1 
チュコ戦の模穂を伝えることとし 
たぃり 

世界選手権者であるチでコは力 
をもちながら、今を、国巧の複雑 
なが勢を反映してか、今一步の力 
を発揮しきれないでいる。 

スウユ 1 デンは今をノルウェー 
に破れるなど、完調ではない が、 

この 両チームの対戦は大きな期待 
をもって見られていた。 



リ•アルノス 
•スカルバン 
• ベネス 
• a ー タ 
ブリク 

ク • へ/レマン 

ラナート 
• コネクニー 
マレス 
マ レス 

•ポドリガラ 
トラパ 


〔スウ卫ーデン] 

卜、尸フランク•ストレーム 
/レん I ウルフ.ヨーンソン 
I ( ブジニルン.ダネル 
Fp I ゲスタ！カールソン 

ベングト • ヨハンソン 
クルトゴラン.キュエ 
ジェリー.ロゼングレ 
ジヤン•ライマン 
ジヤン‘ホディン 
ゲラン•ハルド 
レンハルト•エリクソ 
ミ/、エノレ.コッホ 


14 (2) 7MT (5) 17 


チセブフデハセクフ••フサ 
r J イララ**イ•ランクラ • 
テススフフテルスニテスン 
ンロイラルンカロトュロア 

ラ ヤデクド ラト ヤンジヤヴ 
フジテバハフホジアボジイ 

得〇 01220411300 


得〇 00002022461 

ルン ン 


第一戦はスウユーデンのゲ]テ 
ボルダのメッセ体育館に S モ五百 
の観衆を集めて斤なわれた。 

スウ H — 7/^ 目—日ン 4チユ コス 
デン 1^8.—5 。バキア 


ンを中、むに好シュートをがち、8 
—8 のタィに こぎつけた 。その後 
たポいに1点ずつをあげ、目 —9 
で前半で終了した。 

後半に入ると、スウ卫—デンは 
すぐに1点をとり、この試合はじ 
めて、リ^~ドをした。チてコもす 
ぐ追いつき、 WIW 、 このをとス 
ウュ I デンはじ—のと2点を リー 
ドし、そのままのリ^ドををち、 
チュコが追いつくと、スウょーデ 
ンがつきはなすといな形で、スウ 
1 — デンがそのまま勝稠を捏るこ 
とに成巧した。 

この試合、スウて—デンは守り 
のキ—パー、 U 分で交替したョ— 
ンソンの活躍がまずあげられる。 

この交替から、スウ卫—デンは 
チ^ムのリズムを禮むことができ 
た0 

を撃面では、ゲラン•ハルドが 
良く 4点をあげた ことと、 ユ ース 
エリクソンが 7 MT 4 本を含め、 
6点をあげた活躍が スウ て ーデン 
を滕刑に導いた。 

スウ 王—デンが チ卫コを破って 
二日後、場所はゲーテボルダから 
マルモに移って、 スウェデン—チ 
H コの 第二戦が巧なわれた。 

マルモのバルティスヵ体育館に 
一二千の観衆を集め、第二戦はデン 
マークからの国際審判員、ポール 
ホブダール、アーゲ•ダドニッツ 
の両氏ボ審判をつとめた。 

この試合も両者ゆずらぬ熱戦が 


展開されたが、チて コのリ ードを 
スウ H 1 デンが追う という 前の試 
合同様の摇過をとり、スウてーデ 
ンが勝利を握った。 


スウユー2 

デン 1 


^3—日一〇チ H コス 

19— 日，/ 1 ロバキア 


得 〇 00200100090 
ン 
デ 
ンー 

乂 レリ' 

ンールンゲルダフ 


ン 

ソ 

ク 

• r ソレネソソバン•ン リホ 
づントダルンドゼクィドエッ 
ス•ーャネロッデル.•'コ 


3 


ンカジ 


リホ： 


王 

ク 

レフン卫夕ーグリンンレハエ 
.ルラジスミン H ヤヤランハ 
ウフブゲトベジジジゲレミ 


K 

G 


巧 


ンス ラン ク 
バノクガマ カ 
^ルルシドルスレ 
一カアムスリへクネドダトパ 
H ス •リ レポ •リベ. •{ナラ 
卜•ククマ•クブ•心.ユラト 
^;^ブセ • • スセハフニアクサ 
ラィト クラィ•ラミ ••• 
ステステステフス ィフ ルン 
ロ レノユドンルイデラ カ了 
ヤラルジヤラドデラクトヴ 
ジフアボジフルラウバホイ 

得〇 00220300210 
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スウて]デンは先日の試合で巧 
技を見せたキ ー パ ーはヨーンソ 'V 
ヨ I ンソンは ス トレ— ムと巧る こ 
となく、一試合中ゴ I ルを守る こ- 
とになった。 この起巧が図に当ス 
たのはスコアボ示すとおりである 
フイ I ルド •プレー ヤーも 主力 


はそのままであるが、かなりの人 
敷を入れかえた対戦でをつた。 

一方、 チ H コも主力はそのまま 
であつたが、 コネクニ ーボ欠場。 

キーパーは先日のアルノストに 
巧つて、スカルバンがゴールに入 
り、相.手の 7 MT の時に2度アル 
ノストがゴ I ルに入つただけでを 
つた。ピンチ7 MT だけでなく、 

7 MT にキー。ハーボそのためだけ 
にで てくるという形もョーロッパ 
では とられ はじめて いるよう であ 
る0 

得点は前半はチてコがリードし 
それを スウ H I デンが追いかける 
という形で 313 まで進んだが、 
その後、チ H 3が2点を連取し、 
315 で前半を終了。.このように 
得点が少なかつたのは、両チー ム 
のキ I パ—の好守があつたからに 
他ならない。 

後半に入ると、スウ H — デンは 
すぐに1点をかえし、それをチュ 
コがつきはなし、スウょーデンが 
追いつき、6 —6、7 1 7と進ん 
だが、チュコは 917 とリー ドし . 
た。その後、スウューデンはエー 
ス •エリクソンを 中、むにした攻撃 
で、4点を連おし、 U —9 と2点 
のリ I ドを奪い、そのまま押しき 

つた。 

チュコは、好技のマレス、ハブ 
リク、デュー ダを入れての この敗 
戦はたとえ、敵地に入っての試合 
といえ、かなり0ショックであつ 


たようである〇このように、チェ 
コがが調でないので、その二連覇 
は困難であろうとの見方が強まっ 
ている D 

スゥュ ー デンはキ I 。 ハー、ョー 
ンソンの活躍、ユリクソンの大量 
得点を軸に世界選手権者を見事に 
破る快举をなしとげた。 

このように今冬の世界の状況は 
正にこんとんとしているが、世界 
選手権、しかも オリンピックの出 
場権をかけた世界選手権をめざす 
各国の強化.は着々と進んでいる。 

この中で、.今日もっとも前評判 
の高いのは、 ル I マニアと西ドィ 
ツ であろう。両 チ—ムとも 破巧の 
進撃をしている。これに一歩遅れ 
て、 チェコ、ュ I ゴ—、東ドィツ 
ソ連、デンマーク、スゥ H — デン 
の諸圃が続いているというのが、 
今をのョ— ロッパ球界である。 

もっともスコアだけでは明確な 
審判は困難である。ここ一発にな 
ると力を出すチーム、ここ一発に 
なるとだめになるチームといろい 
ろある。これまでの結果を見てい 
ると、チ H コは後半に点をとって 
逃げるのが得意なようだ。これを 
とらせないこと、それとま力がか 
なり年をとってきたこと、この辺 
にチ H コを破る鍵があると思われ 
る。日本選手団の活躍が期待され 

る。 (藤至 


〔審判〕クヌート■二 I ルソン、 
カィ. フズビ —( ノ1ルウて！) 
試合が始まるとチュコは良くと 
ばし、 1—5 と U かには、4点の 
リ I ドを奪った。ここでスウ卫— 
デンは、キーパーをョ I ンソンに 
交替し、すぐ1点をかえした。そ 
の後、チュコは1点をとり、6 — 
2にしたが、スウて I デンはこの 
あと良く追い、ユ I ス、ユリクソ 
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> か^高体递、 w 周年を迎ぅ® 


注目と—期待のぅちに開かれた第 
1回全日本高校溫手権远年8月 
藤井寺〕は盛況裡におわつた。 

役員をつとめた指導者の巧力も 
見のがせないが、炎天下にぶつか 
りあぅ高が選手の意気と力、そし 
て試合を終えたあとの若者たちの 
すボすがしい表情ボ、この大会を 
ささえる，すべて，であつセ。 

第1回の優腺は、男•化巧高 ( 
お木〕、か•操山高(岡山)の飾 
るところとなつた。 

巧子は前評巧の高い天王寺高 

(大阪)が順当にみ勝へ進み、巧 
利高の苦戦はまねボれないとみら 
れていたのだが、前半の最少差を 
最後までずり切り巧の巧冠を掌中 
にした。 

天王ホ高は、第2回国体(昭 
の〕から3速勝し、 M 年、 M 年の 
東西対抗にも勝つなどををした力 
を誇り、トップゾーン大阪のけ表 
としてこの大会でも優勝候補の最 
を翼に推されていた。 

それボ、お名よもいえるお利清 


にがれたのは、いかにも高校生の 
大会らしい波乱であったといえよ 
う。 

媛勝監督渡辺繁巧は『出発前か 
ら媛勝などは夢にも考えておらず 
一回戦か一一回戦で帰足するつもり 
だった』と語っており"無欲の生 
んだ勝利"とい克た。 

女子は予想どおり岡山勢によっ 
て優勝が争われた。 

女子界における岡山の力は戦前 
から着実に伸ば.され、戰後はいっ 
そう嗔るボねものとなった0 

操山 X 青陵という県内のラィバ 
ルが全日本の检彈台のしかも第1 
回決勝で相まみえたことは岡山関 
係者の努力の結晶ともいえよう。 

揉山高は岡山一女として前年の 
国体高校で初優勝、青陵高は戦前 
の強豪倉敷高女を前身に倉敷女子 
中—倉敵精思高という名を経て、 
この間国体の高校、一般でつねに 
上位の成績をあげて来た。 

試合ははたして接戦となり 4— 
4から遇長へもっかこみ、第一延 


長は無得点、第二延長前半操山が 
1点を先行し、後半青陵の猛反撃 
を互角にかわして遂に優勝をかち 
得た。 

有力といわれた大阪勢はベスト 
フォアに1校も残れなかった。 

大阪女子界の充実は、国体一般 
女子4連勝(第1回〜第4回〕を 
はじめ高校界も岡山勢との対決に 
勝って最上位に君臨、この大会で 
も出場した4校すべてが廣勝候補 
にあげられていたのだが春日丘高 
按塚高、梅花高、寝屋川高と揃っ 
で準々決勝で敗退、精に春日丘高 
が落合高(岡山〕に降った一戦は 
大きな番狂せといえた。 

春日丘高は.2ヶ月をの第日回国 
体で青陵を破り優勝、夏のぅっぷ 
んを晴らしている。 

桜台高、快調の一二冠王 

第2回大会は如年6月東京駒'が 
で開かれた。 

ちなみに、設立数年間は大阪 

(藤井寺)と東京で交互開催とい 


う申し合せボ斤われており、この 
くり返しは第7回(昭別)まで守 
られることになる。 

県予運が確立され男子は東京、 
大阪、静岡、岡山、栃木が2校を 
送ったお外は各県1校、女子も東 
京、大阪、岡山だけが2校だっ 
た0 

このため参加披数は男子^、女 
子巧(うち棄権3〕と少くなり、 
会期も前年より1日少い4日間に 
短縮された。 

しかし、内を的には前年をはる 
かにうわ まる ものボみられた0 

しれっさを増した県予選と、全 
国大会をめざず各校の努力による 
ものであったことは多言を要すま 
い。連続出場を果たしたのが男子 
is 、 女子：2:校というのをみてもそ 
れが判る。草創期にとかくみられ 
がちな実力偏重の傾向がかいのは 
斯界のそのごの発展にどれだけ寄 
与したことだろう。 

高校界が日本球界をささえて来 
たという一事をここでも知るので 
ある0 

さて、 第2回大会の話題は男子 
慶勝の接台高(愛知)であった。 

初出場ながら、激戦の愛知子運 
を勝ち披いた実力は高く評価され 
その定評どおりの試合ぶりで栄光 
に輝やいた。 - 

決勝の相をは同じ東海地区の清 
水商(静岡〕であったが、これ S 
後第：^回大全(昭诚)まで、東縮 


地区の代表は必ず決勝まで勝ち残 
ることになり、 そのうち U 回を優 
勝へ結びつける という 圧倒の実績 
を刻む。 

桜台高の高校生ばなれした攻守 
よその スタ^ ~卜を飾る に ふさわし 
いもので あり、 しかも同披はこの 
年 W 月の国体、 U 月の東西対抗に 
も勝つて"一二冠独占"という偉業 
を成し遂げた。 

高校東西対抗はこの年をもって 
巧ち切られたから、高校界の一二冠 
王というのは、この年が最後のチ 
ャンスであり、高校生の技ムを考 
えればとうてい難事ともいえたの 
だが桜台高はみごとにやつてのけ 
たのである。 

桜台高は、この年公式戦 巧 連勝 
という 快記録をマ ー ク した。 

一二つの全日本タィトルを含むこ 
の記録は、昭和則〜妨年の芝浦 H 
大が連滕 とともに 日本球界連勝記 
録のうち、 もっとも 高い内容を持 
つものといってよいだろう0 

ちなみに桜台高の連勝は、如年 
じ月中部日本選手権決勝で夏のラ 
ィ バル 清水商に延長のホ 9—2 と 
敗れストップした。 

■女子は前年準優勝に泣いた倉敷 
青陵高が、これまた「今年こそ」 
の意気に燃えた春日丘高を予想外 
の大差 U 11 で降して優勝をとげ 
た。決勝での W 点差という記録は 
ホだに破られていない。青陵高は 
W 月の国体にも勝ってこの年はダ 
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ブル クラウン である。 

なお、前年優勝の男-を利高は 
1回戦で金沢二水高(ち川〕に敗 
れ早々と姿を消し、ホ•操山高も 
準々決勝で宿敵春日丘高に降っ 
た。 

那年で格会の東西が抗 

お台高一二冠達成の舞台となった 
高校東西対抗は、前述のとおりこ 
の年(挑年度〕で終幕した。 

ィンタ I •ハィという 全国 I 堂 
の宿願が実現し、国体も残るとあ 
っては、東西対抗の目的は菜され 
たわけだ0 

しかし、前号でも記したように 
この大会は東日本高校、西日本高 
校各運手権を経てその勝者で争わ 
れる「高校王座決定戦」ともいう 
べき性格をもっていたのだから、 
高校ハンドボールホ上、かなゥ大 
きなゥ H I 卜を もって記憶される 
べきで志ろう。 

東西対抗はもとより、東日本、 
西日本両大金についても高校を 
のひたむきな情熱をめぐるユピソ 
1ドは多いようだが、紙数の関係 
で本稿では東西が抗の記録のみを 
掲げるに留めておこう。(第1固 
記録は前号参照〕 

〔第2回•昭和別年2 月 6日- 
愛知県一宮市〕 

▽男子 

天王寺 >ご一 IV 鎌倉学園 
(西•大 -I 

阪) 


お利女 

菓•お 

木〕 

<弓8日 • 


世田谷ェ 
(東-ま 
京〕 


▽ホ子 

倉警女 

山 C ) 西.岡2¢お1 

〔第3回•昭和奶年- 
香川県丸亀市〕 

▽男子 

天王寺 /21/ 

(西•大6 

阪) て一 ly 
▽ホ子 

I 西屋 rn こ 

〔第4回•昭和 W 年1月7日" 
静岡市；一 
▽男子 

r 鴻ミ^ン天王寺 
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日回の結果を吏とめてみると男 
子は東軍の3勝2取、女子は西軍 
の4勝1敗。県別の優勝は男子が 
大阪、を知各2回と東京1回、ホ 


モが、岡山、大阪各2圓と静岡1 
回である。 

なお、この大会はピリオドをが 
ったが東日本、西日本両選手権は 
その後 S 〜四年打ち切られずつづ 
けられた。 

年毎に優勝校変わる 

第3回大会(昭 W ) は再び大阪 
•藤井寺へ移り、男子別、女子の 
校が参加して行われた。 

男子の焦点と目された桜台高の 
進撃は準決勝で桐生エ(群馬)に 
阻止され、余勢をかった同校が、 

2年連続決聴へコマを進めた清水 
商をも降して初優勝を飾った。 

诀勝戦は白熱、清水商の粘りか 
ら 4—4 で延長と なり、 第 I 延長 
の前半は1—1 ( 日 1 5〕、すべ 
てをかけた後半、桐生エのな撃は 
気力をふりしぼって3点をたたき 
出し結局9 —7 で感激の初優勝を 
とげた。 

女子は着々と地力を加えて来た 
.寝屋川高(大阪)が決勝で2連勝 
に自信をもつ倉敷青陵高を日—4 
の僅差で退け、初めて岡山の手か 
ら大阪へ優勝林.(高松宮祀杯)を 
もたらした0 

第4回(昭如•歸沢)は男子で 
福島、埼玉、千葉、溢賀の3県、 

ホ子でも福島、埼玉が初めて代表 
を出場させるなどあって男む、み 
把と参加校数が伸びた。 

女子で前年優勝の寝屋川高が緒 


戦で彦根東高(滋皆)に惜敗する 
という波乱の幕あけとなり、男子 
でも桐生エ、清水商がベスト•フ 
ホアまでとどかずそのほか有カ チ 
—ムの苦戦が目立った。 

結局男子は税台高が2年ぶり2 
度目、ホモは瑞沢高(愛知)が初 
優勝した。男女同県の優勝は初め 
てのことで志り、両校は W 月の国 
体でも優勝、 この 年の高校巧の夕 
ィトルはすべて桜台と稲がに磨ら 
れてしまった0 

ところで、お台高はこの年から 
5年連続優勝を記録することにな 
る。高校界では、男ホあらみる大 
会をふくめての快記録はいぜん破 
られていない。今後もこれを更新 
することはできないのではなかろ 
うか。 

，接台高から巣立った選手たちは 
その後も学生巧、クラブ巧にあっ 
てその秀れた技巧をいかんなく発 
揮、日本を巧表するプレィヤ I へ 
と成長していった。 

高披時代に得た栄冠を備つけま 
いとするを力もさることながら、 
夏の優勝をめざした苦しい基礎練 
習の反復と克己ムボ大きな旨信と 
誇りになっていたのであろう。 

トップゾ[ンをさぐる 

第目回大会の開かれた如年は国 
体開催地が北海道であったため、 

8月にインタ•ハイと両大会が開 
かれる変則的な日程が組まれた0 


そのためか ベストエィトをみる 
と男子は 5 校が、女子は 4 校が両 
大会共通であり、おに女子の寝置 
^高は宿願のダブル クラゥンを 獲 
った。 

大会が始められて日年ともなる 
と、いわ峰る伝統の強みと呼ばれ 
る常勝校が各地で輩出されるよう 
になり、安定した戦力を毎年示す 
全国的名門も何校かみられるよう 
になった。 

离校巧の推移を 知る ために も 
"最初の日年間の名門校"を調べ 
てみよう。なお、各県代表のうち 5 
年間連続出場を果したのは男子で 
は天城高(岡山)ただ1校、女子 
では静岡城北高、那賀高(滋賀)、 
春日を高(大阪〕、明石高 (兵庫) 
倉敷青陵高(岡山〕、明善高(福 
岡)の6校を数えるだけで ある。 

全国大会の ベスト H ィトは别表 
の通りだが、このうち最初の 5 年 
間に2回凹上顔を 出して いるのは 
男子では 3 回優勝のお台高皆 筆頭 
に準優勝2回の清水商、 画 館エ ( 
化海道)、を利高、桐生エ、墨 田 
川高(東京)、豊中高、化野高 (と 
もに大阪)、天城商、山口高(山 
口〕、済々蕾高(熊本)の U 校。 

女子は2回優勝の寝屋川高、1 
回優勝、2回準優勝の倉敷青陵高 
のほか函館中部高(化海道〕熊谷商 
エ(埼玉〕、静岡城化高(静岡)、 
稲沢高(愛知)、春日丘高、操山 
髙の8校を数えるだけ。 
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男女を通して 5 年連続べ，スト H ィ 
卜に進出したのは女子のま日丘 
高と 倉敷青陵高の2校である。 

春日丘高に優勝の記録がないの 
は不運というべきだろう。男子で 
は桜台高と済々譽高の各4回が最 
高である。 

なお、延べ W 披を府県別にみる 
と男子は大販、愛知の各5校(延 
ベ數喊下同じ)岡山、熊本、祥岡 
の各4校、山口、東京、お木の各 
3校あたりが主なところ。ホ子は 
大阪の U 破が群をお营、岡山8校 
静岡、愛知4校がこれにつづく。 
注目されるのはこれら各府県は現 
在でも「日本におけるハンドボ！ 
ルの盛んな巧」といわれる地区で 
ある。ィンタハィ草始期に強者を 
輩出した地区ボ、その後もひきつ 
づき国内のトップゾ—ンとして活 
動しているという事実は興味深い 
し高校界の影響力というものを愚 
じさせぬわけにはいかない。 

地方での大会開催へ 

こうして最初の日年間を順調に 
ホんだ高体連は、新たな意欲を燃 
や L て 昭和加年け へと 入っていっ 
た0 

普及面も男子を例にとれば第1 
回.(昭如〕の参.加府県数は？？ r たつ 
たが第日回(昭の)ではお都道府 
県と なり、 全都道府県参加の目標 
にホみ始めに。 


•また大阪(藤井寺)、東京(駒 

.の交互.開催も、社会的条件の 
好転なども手おって再檢討され、 

別年の第7回大会でこのシステム 
を廃め、それお降は全国各地へ持 
ち廻わることになり第8回(昭 
記)開偃地に愛媛県晤山市、第9 
回北海道函館市、第 W 回宮城県仙 
台市などががまった。 

.男子では桜ムロ高が相変わらずの 
強味を見せた。第6回(昭 W ) にお 
利高、第7回下関幡生エ(山口) 

第8回史巧商(愛知〕がそれぞれ 
決勝で挑んだがいずれも退けられ 
「打倒•桜台」は成らなかった。 

中京商との一戰は史上初の同県 
勢にょる決勝戦で、これに勝って 
5連ぱの金字塔を築きぁげた0 
この 5年間 ィンタ ハィにおける 
おお高の記録は巧截全勝、総得点 
一二-ーハー、総失点一五七といぅすば 
らしいもの。最僅少差試合は第4 
回の準決勝対天城高と第7回の準 
々決勝がル倉 H ' (福岡)のいずれ 
も8—6でぁる。また日年間で相 
手に W 点喊上許したのは3試合だ 
けだ。 

このょぅな 勝ちつぶりをみせた 
お台高も、 この 全盛時に県大会な 
どではしばしば上をつけられてい 
る。先輩の建てた巧連勝(前掲〕 
は破れなかったので ある。 

しかし夏になると断然強い。冬 
場のいわゆるホフにおけるトレー 
ニングに"強さの秘密,ぶをった 


のではなかろうか。 

球史に残る二つの延長戦 

女子では、長かった岡山•大販 
併立時代からまず岡山勢が後退、 

第4回の稀沢高—静岡城化高とい 
う初顔合せによる決勝をもッヵヶ 
に、にわかに新進披の措頭が目立 
つようになった。. 

第5回の決勝は強豪寝屋川高に 
九州の名門明善高が挑み、この時 
は寝屋川高が刺したが、翌年は明 
善高—稲が高の対戦から明善高が 
膳ち遂に優勝は関巧海峡を渡った 
全国制はを遂げるため練習相手 
に男子 チ^ — ムを選んだ で、ラグ ビ 
—部と対戦したなどという H ピソ 
—ドボある0 

第7回は寝屋川高、明善高、橘 
沢高、静岡城化高の4強が勝ち進 
み、準決勝の激斗をのりこえた寝 
屋川高と稲沢高ポ，決勝で対決し 
た0 

群雄時巧にふさわしくこの対戦 
は球丈を飾る大試合となった。 

前半の1点差を追う稀沢高は後 
半、逆襲に成巧して延良。第】延 
長は互いに1点づつを入れをい、 
初の第二延長へもつれこんだ。 

ここで 禍沢は先行、そのまま逃 
げ切るかにみえたが、寝屋川高は 
驚異的な反撃を示し2点をあげて 
逆転してしまった。 

W 19 ク 。勝者、敗者ともに涙 
にくれる一戦はまさに日本女子ハ 


ンドボル ー 史上、轉筆されるが勝 
貸である。翌年からホ子は七人制 
の全面実施に移されたため、 U 人 
制時け最後の年ともなったわけで 
いっそうこの 激觀は劇的なものに 
感じるので ある。 

この試合に優る内容は当分見ら 
れないのでは、といった声に反発 
するかのょうにその翌々年の決勝 
寝屋川高—熊本市立高戦も、見る 
者を感動させるに足る名勝負でを 

った。 

その前年—つまり乱年は女子. 
中学の公式試合をすべて7人制で 
巧うことに決めた最初の年で、決 
勝は水海道二高(茨城〕—羽昨高 
(石川〕という予想外のヵードと 
なり水海道一一高が 6—0 と決勝史 
上初の零封勝ちで、初めて関東に 
は権をもたらす快挙をやってのけ 
た。 

水海道二高は静岡城化高、羽昨 
高は寝屋 W 高を降しての決聴進出 
で新鮮な話題を呈じた。 

この年は国体でも熊本市立髙が 
名門をおさえて初の全国制はを遂 
げている。 U 人制から7人制への 
転換をスムースにとらえた新星の 
タィトル獲得は、女子巧の新スタ 
I 卜を飾るにふさわしいといって 
ょかった0 

こうして7 人制 2 年旨を迎えた 

年は古豪•新鋭が入り甜れ、決 
勝は寝屋川高—熊 f 立高という 
兩者を代表ずるにこのうえない対 


戦となった。 

試合は寝屋川高優勢のうちに進 
められたが、韻本市立高は後半5 
点をあげてタィとし延長、第一延 
長も前半は寝屋川高が先手をとっ 
たが、熊本市立高はまたしても後 
半に追いつき第二延長へと入った 
さすがに両校とも疲れが見え、 
気力と気力のぶつかりあいとなう 
たボ、決め手はを易に得られずつ 
に9 ^9からま上初の弓きかけ 
による積勝のかけあいという結末 
をよんだ。 

第7回の決勝とこの試合は、高 
校巧のというよりも、球史上、.永 
く語りつがれるでをろう熱戰譜で 
ある。 

仙台での周年祝ラ 

波乱をふくんだ激斗をのりこえ 
て高体連は； S 年にめでたく W 周年 
を迎えた。 

1月現在の加盟披数は都道府 
，県協会から男女あわせて四百一二十 
九校と発表された。 

の年目を祝う行事はィンタ■ハ 
ィ關催地仙ムロ市で華々しく巧われ 
発展に貴献のあった氏に表彰が 
U 氏に感融状が贈られ、これまで 
に6回優勝の男•お台高、4回優 
勝のホ•寝屋川请も表彰され た。 

また、お年3月に発刊された 
「全高体連ハンドボ I ル部十周年 
記急誌」は、球史をひ.もどく貴重 
な資がである。 
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記念大会ともいぅべき巧 w 回大 
会は巧子 W 、 ホモ M 校ポ参加して 
行われた。 

巧子はその前年\常勝がムロ高が 
清水商のために準々み勝で屈して 
6連勝を阻まれるビッグニュース 
があっセ。 

大敵を倒した清水おは準'決勝で 
徳山高(山口〕、み勝では兵庫エ 
と上り巧の両校を降して宿願の優 

勝を飾った。 

;•、*. く — -; 

) 

) .本 

徊 纖 、 

^ 費が 


過ま2回の準優勝、が年には当 
時破竹の進擊をつ，づけた懐台高の 
連勝をブ□ック大会でストップさ 
せた清水商の実力は高く買われて 
いたのだが、9年目にしで野望を 
実らせたので患る。 

その清水商が記念大会では2回 
戦で鎌倉学園(神奈川〕に敗れた 
ほか、かっての優勝校お利高、桐 
生ェそれに碟ムロ高までもが県予選 
で姿を消すという"異変#があつ 


た。男モ界でもよぅやく新しい舞 
台が開くことを意味していたので 
ある。 

ベストユィトもいつになく新顔 
が並び、決®は桜台高を県予選で 
おさえた中京商(愛知•現中京高 
) と鎌倉学園の激突となった。試 
合は K ピ I ド豊かな大型の展關と 
なり、中を商が前半の2点差を辛 
くも守って初優勝した。 

中京商は高校野球巧ではすでに 
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全国に名の知られた名門。スポー 
ッを建学の精神の一つにしており 
4年前に部を創設したばかりだっ 
た。碟台高といぅ大目標が身近か 
にあったことも、この*高度成長 
"を助成したのである。お後、が 
年の第じ回まで3連ばするのだが 
それはか号へゆずろぅ。 

女子は、因わんの熊 We 立高と 
寝屋川高が2年連続してみ勝で相 
まみえた。 
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前年同よう 1 点を争うをゲ I ム 
となったが、着実に先行した熊本， 
市立高が感激の優勝杯を手にする 
ところとなつた。 

伝統の早朝練習にけ表されるハ 
—ドトレ I ニングが，伝統の力 
ベ"を巧ち破ったのである。 

同横は型年も優勝を飾り、引き 
分けの前年をふくんで史上初の 3 
遮ぱという大偉業を達成すること 
につなげる。〔文責•編集部〕 
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——フランスの 技術研究慮終励- 

基礎練習が何よりも大事 

藤本 強 


フラン‘スの技術研究は今回を含 
め W 回を、ルネ•リキャル氏の 
「7人制ハンドボ]ル」を中、むに 
して見てきた。 

前号ですでに触れたょうに、今 
回で終回にすることにする。長い 
間の御愛読を感謝致します。 

一昨年の7月号号)から連 
載を始めたのですから、もう二年 
近くもたっています。月日のたつ 
のは早いものです。 

まず、7回にわたって、個人技 
術を見てきまし.た。.その後 U 回を 
かけて戦術をざっと見てきて、今 
回がその最彼回という訳になりま 
した。 

今回は、これまで見てきたこと 
のまとめとして、重要な点を列挙 
してみたいと思います。 

技術編 

ここでまず十分に時間をかける 
繰習としては、基本姿勢がありま 
ず0 

これは、ハンドボ f ル競技の掉 
性ともいうべき、前後左右へのス 
タートに必須のものです。 

これとともにフてィントの練習 
ただ単に基本姿勢からスタートし 
をる、フットヮ I クだけでなく、 
ボールを使う化前に、ぜひともか 
なりの段階まで、常に練習をし、 
それとともにフユイントを十分に 
使えるようにしておかなければな 
らない日 


次にボール扱いになると、キャ 
ッチがもっとも重要なを件になっ 
てく る。重要なものとされている 
パスも、しっかりしたキャッチが 
なければ、パスはでないのは云う 
までもな.いことであろう0 

良キヤッチをすること、これ 
が、基本姿势についで、ハンドボ 
1ルの基本になろう。これにパス 
が加わる と、 ハンドボールの基本 
をなしている走、投、捕の要素が 
すべて整うことになる。この基本 
の上に種々の特別の技術が加わり 
一流選手が生れることになる。 

何といっても、この基廳技術は 
とかく程くみられているので、く 
りかえ し、 常に練習をななってい 
くことが必要になろう。戦術錬 
習、高度の技術練習の中に、たと 
え想時間であっても、必らずおり 
こむような錬習計画をたてること 
を考えるべきでをる。 

とかく このような基礎穗習は単 
調になり、つまらない印象を与え 
プレーヤ ー もた だ 単に時間さへす 
ぎればという形になりボちである 
ので、基礎練習がいかに重要であ 
るかを十分に認識させるとともに 
変化をもたせる こと も必要であろ 
50 

フットワ 1 ク、ランニンダ、キ 

ャッチの次に基礎技術としで重要. 
なのはパスである。種々の。ハスを 
十二分に練習しておかなければな 
らないのは、一でうまでもないこと 


だが、 もっとも 重要なことは、‘孰 
きながらキャッチ、パスをするこ 
とである。静止した状況で、静止 
した相手にパスをしていたので 
は、実隙のゲームの隙には、ほと 
んど役にたたない。少しでも、動 
きながらパスを、動いている巧手 
に。ハスをするのでなければ、ハン 
ドボール競技には、なかなか結び 
つかない。 

それとデイフてンスをつけたパ 
ス、これもちれてはならないもの 
である。 

これらの基避技術はくりかえし 
しかも常に練習しなければならな 
い。練習を怠ると、どぅしてもプ 
レー が粗雑になり、つまらなりミ 
スをおかすことになる0 

特に。ハスはとっさの判断で、時 
間め(タイミング〕、空間的(位 
置)にももっとも適し、しかも、 
スピードとそのが况に もっとも ふ 
さわしい投げ方でパスをしなけれ 
•ょならないのであるから、動きな 
がら、デイフユンスをつけたパス 
ょ^くら やってもやりすぎるとい 
ぅことは ない。 

これら基礎技術の上にたっては 
じめて、シュートなどの技術、そ 
の上で種々の戦術も巧能になって 
くる。 

シュートはハンドボール技術の 
中でもっとも 中、 む 的なものである 
ことは 云うまでもない。いかに巧 
妙にフォ] メ ーシヨンボ組みたて 


られて、 ノー マ ーク がさかんに生 
みだされても、最後のツメにあた 
るシュー トがまず くて は、得点に 
ならない。同様にいかにディフて 
ンスの 良い チ I ムでも 1 点もとれ 
なければ、勝つことはできない。 

摄つためには得点をあげること 
がぶ 要で あり、 得点をあげるため 
には、強力な巧妙なシュートが必 
要になってくるのは理の当然であ 
る。 

シュートは その巧つ位置に よつ 
て大挪するとロング シュ ー ト、サ 
イド シュ I 卜 、ポストシユ i 卜に 
っ ホることができよう。もちろん 
この中には、その場その場の状況 
によって使いわけられる各種の シ 
.'ュー .卜が念まれている。 

形によって分類するとステップ 
シユ I 卜、ランニング シユ— 卜、 
ジャンプ シュ ート、倒れこみ シュ 
1卜などに分けられよう。 

これらがそれぞれのが沉に応じ 
て、とっさに使えるように、体で 
覚えていなければいけない。どの 
シュ—卜にも習熱することは大変 
函難なことで患るが、どのシュー 
卜もできないと、ノーマークにな 
ったボ、シュートできないと.いう 
困ったが況にぶつかることになる 
どのようなシュートもこなせ、そ 
の上自分のもっとも得意なこの位 
置でこのシュートなら袍対に決め 
るというものをもつこともぶ要に 
なろう。もちろん、これが多けれ 
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ば多いほどをいのは当然であろう 

どこの位置から、どんなシュ] 
卜でもこなせる濯手ばかりでない 
と、戦術面でも大きな制限を受け 
ることになる。 

ある選手がサイドシュ I 卜がで 
きないとか、希にしか決らないと 
いうようなことがあると、その透 
手がサイドでノーマ，— ク になるよ 
うなフォーメーシヨンは全く使巧 
できなくなるという事態になるの 
で、戦術面で大きな制限を受け、 
ディフ1ンス側は大変楽に試合を 
進めることができる。 

このようなことのおきないよう 
に'、あらゆるシュートをこなして 
おかなければならない。 

戦術編 

防御 ’ 

防御の基礎になるのは、フット 
ヮークにある。これを基礎とした 
対人防御、これを充分に斤なうこ 
とが、種々の防御フォ— メ ーシヨ 
ンをしく時の基礎になる—一人で 
一人の相手につききる。この対人 
防御の原則なしには、どのような 
守備フォ I メーシ ヨンをとっても 
さして意味はない。 

従来は7人制ハンドボールの防 
御は地域防御が原則と考えられて 
いたが、最今の状況はぶずしも、 
そうではなく、対人防御で一試合 
をとおすというチ I ムも巧われて 
きている。 


一試合を通すスタミナと、十分 
な防御技術があれば、一人が一人 
につき。完全にマークするので患 
るから、これに聴るフォ ーメ} シ 
ヨンはないであろう。 

しかしながら、一試合を对人防 
御で通す ことは、スタミナの 面か 
ら見て、中々困難であるので、地 
域防御が勢い碟巧されることにな 
る0 

地域防御は現在普通に使われて 
いるのは 0—6 防御(一線防御) 
もしくは 1— 日防御をとっている 
ことが多い。 

このほかに、割合に良く使われ 
ているフォ— メ — シヨンに 2 —4 
防御、 313 防御が ある。 

どのフォ 1 メ t シヨンも一辰一 

短がをり、状況に応じ使いわける 
ことが ぶ要で ある。ロングヒッタ 
I が多く、サイド攻撃が巧とんど 
ないチ I ムに対しては、 2—4 な 
いし 3—3 防御を使う。 サイド 攻 
擊がまで、 ロング ヒッタ I のいな 
いチ I ムに対しては一線防御をし 
くといった相手にがする切替がで 
きる ようになっていなければいけ 
ない。 

いすれのフォ^~ メーシヨンをし 
くにしろ、ボ I ル保持者に対する 
テイフよンスを厚くするようにす 
る.ことが肝要である。 

ボ—ルを持っているものに対し 
少なくとも二人のデイフユンスが 
チユックしている'必要がをる。ボ 


1ルのあるサイドに厚く、ボ！ル 
のないサイドはディフてンスを薄 
く、むしろヵットを狙うような配 
置をとっていることが望ましい。 

もちろん、ボ I ルが動けば、そ 
の瞬間に守備配置は変っていなけ 
ればならない。この時チ I ム内の 
一人でも遅れると、一瞬といえど 
も、そこにスキが生じ、ディフユ 
ンスのはたんを招く。たとえそこ 
がうまったとしても、次に穴が轰 
き、相手方の連続した攻撃を防ぐ 
ことは困難になる。 

ボ I ルを頂点とし、-常に同じ樣 
なおでディ フて ンスボ左右に動く 
ことが一番望ましい形である。 

チ I ム は、充分に フォー メーシ 
ヨンのおを知り、常に流動的にボ 
—ルの位置によって、守備陣形を 
変化させていくことが守備にはた 
んを生じさせないことになる。 

それとともに相手の攻撃に対し 
もっともふさわしい守備ができる 
ようにいくつかの守備フォ I メ — 
シ ヨンをもっていることが チ J ム 
にとっていかに有利であるかは多 
言をまつまい。 

最後に、どのようなフォ I メー 
シヨンを使うにしろ、その基聽に 
は個人のすぐれた防御ち術がなけ 
ればなならない。これなしには、 
どのような、フ オーメ I シヨ ンを 
しいてもどうにもならず、一番弱 
いところが破られることになつて 
しまう0 


.をれとともにキ^~パ ー と呼吸を 
合わせていることもちれてはなら 
ないことである。 

ぶらず、ゴールの一方の角はデ 
ィフ H ンスが責任をもつ というこ 
とを中—。ハ]に信頼させるような 
ディフユンスをしかなければなら 
なぃ。 

シユ I 卜を全く巧たせないとい 
うのが理想であろうが、打たせて 
も必らずキーパ I が方向を禮める 
ようにしておかなければならない 

それをぶらずしないことには、 

キーパ！はどちらにシユートがく 
るか判断ができず、思いきったプ 
レーをすることができなくなって 
しまう。 

攻撃 

ハンドボールの攻撃はきわめて 
流動的でをる。決りきったフォー 
メ I シヨンを金科玉をにしていた 
のでは、攻撃は全く成功しない。 

場合に応じ、状況に応じ、ボ I 
ルをもった者がその場のとっさの 
判がでボールを動かし、どんどん 
新しい形を作りあげていくことボ 
望ましい。 

バリ H !シ ヨン、これがハンド 
ボールのフォ！ メ1シヨンの一番 
蛋要なことでちる。ある巧までは 
一般的な原則はあるが、それ凶後 
はプレ I ャ]のとっさの判斬、恃 
にボ t ルをもっている者の、でが 
沉を切り關いていくのが通例であ 
る。たとえばロングシュ t 卜をう 


つべ く ジャンプして、シュ ートす 
る。 同じ形からボストに球をおと 
し、ポストシュ^~卜をする。同じ 
形からサイドにパスし、サイドシ 
ュート する。自らは ブロックに 入 
り、 バック パスをし、次に入って 
くる ものにシュートさせるという 
ように一つの場合をとってみても 
いくつにも変化できる。自己の技 
術、相手のキーパ I 、ディフ卫ン 
スの位置、これらを總合的にとっ 
さに判断し、もっとも得点になる 
可能性の強いものを選び、適格な 
判断をし、それに適したパスある 
いはシュ—卜をする0 

このようにある場面では、7人 
制ハンドボ I ルでは、5つのパス 
(味方のフィ—ルドプレーヤー目 
人)とシュートという六つの選択 
をすることボできる。それにそれ 
ぞれのタイミングを考えると無限 
の可能性がでてくる。それぞれの 
場面で無限の可能性ボあり、しか 
も連続した状況で無限の可能性ボ 
連続している。これを生かずも殺 
すもボー.ル所有者の判断にかかっ 
ているり 

それにそれぞれのチームはプレ 
1ャーの個性に合せたフォーメー 
ションを作り、プレ] イーヤ の個 
性が十分に発揮できるようにフォ 
— メ I ションを極成していくべき 
である。要は攻撃にしろ、守備に 
しろ十分にチーム独自の方向をう 
ちだすように配慮すべきであろう 
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ハンドボールの歩み（第じ回>-- 

第与回大会は FA - (宮卜すグンが優勝 

■ 

ョ—ロッパ カップ編⑥ 


第一二回大会は 
■ F A ギョッピンゲン 
’ が制し二連覇の 
礎を築^ 

第 S 回大会は 19 5 9 年から 1 
960 年にかけて巧なわれた。 

参加チ）ムも$5チームから巧チ 
1ムに増え、大会はますますにぎ 
やかになり、ようやく、この大会 
もョー ロッパ球界に根をおろし、 
基礎固めができあがった形をとる 
ようになった。 

この大会の組み合せを見ると、 
近い地域同志があたる形になり、 
強さでシードされたものでないた 
め、強いチームポごく早い麻期に 
星をつぶし合うという状況になっ 
てしまった0 

第二回大会にもこの傾向が見ら 
れ、東欧圏が強カチームに成長し 
ていたので、より残念であった。 

fa •ギョッピンゲンは西欧圏 
を舞台に試合を進めて、快調に進 
んだ〇 ‘ 

巧 チ I ムのうち、一回戦を シ ー 
ドで試合せずに進んだのは、スゥ 
ュ！デンの反 I 区■ゲーテボルダ 
だけであり、他の；^チ]ムはすべ 
て一回戦で当ることになった。 
一回戦 

フレデンス 

GF • T 1 ボルグ SB 
ルフス(デ別— U •オスロー 
ンブ I ク) (ノ ルウて 

丄 


デュクラプ 
ラ I グ广チ 

ュコスロバ 

キア〕 


ボ ラク •バ 
ンジヤ •ル 
力 (ュ I ゴ 
1スラど 
了) 


大差がついたが強カチーム同± 
の対戦がまず行なわれ、デュクラ 
が大勝した 。 ' 

rv • ア J BTV • S 

ル スメ1 ル t ■ガレ/ン 
(ホランタ〕 (スィス) 

I / OC •フレ 

FC •ホパ . マ1心•ブ 
卜(ポルト11 ラッ .セル 
ガル〕 (ベルギー〕 

SC •ェシ 


UC •パリ 

(フランス) 


巧ム 


ユ了ルゼッ 
卜(ルクセ 
ンブルダ〕 

ディナモ. 巧—25 ス パル タ- 
ブカレ スト (引 分 カトヴィツ 
(ル ーマニ 再試合〕(ポ] ラン 
ア〕 W—U ド〕 


F < •ギ3 バグへ 
ッピンゲン*権 パ' ノン V バ 
(西ドイッ) ド〕 

前回の二位のギョッピンゲンは 
相手の棄権といぅが運にめぐまれ 
準々決勝に進んた。またディナモ 
•ブカレストボ 新顔-の ス パル タ- 

カ ト ヴィッツに苦戦し、 引か再試 
合の後でやっと準々決勝に進むこ 
とになった。 

スイスの St •ガレンは連続出 
場したが、今度は一回戦で敗れさ 
った。連続出場を果しているのは 
F A ■ギヨツピンゲン、ダラノラー 
ス•バルセロナ、 FC •ポルト、 

BTV'st •ガレン、 SC •ェ 

シュア ルゼット、 OCI •レマ 1 


ル•ブラッセル、 SU •ヘルシン 

キ、デュク ラ •プ ラー ダ、反 IK 
•.ゲ I テ ボルダの9チ^ — ムであり 
入れ替ったのはオリンピア'•ヘン 
ゲロが TV •アールスメ1ルにパ 
ルチザン•ブジ卫ロバ1ルがボラ 
ク•バンジャ•ルカに • I F •へ 
ルジンボ1がアールフス • GF に 
、アスポム•ボルド1ボ US •パ 
リにけり、新顔として、ポーラン 
ドのスパルタ•カトヴィッツとノ 
ルゥ H !のフレデンスボルグ • S 
B ■ホス ロー の2チ I ムが出場し 
た0 

U チ1ムのづち9チ I ムボ同じ 
というのは対国隙の試合における 
強弱は别として、同一国内にあっ 
てよ、ョ ー .ロッパがにでるチーム 
はきわめて安定した力をもってい 
ることを示していよう。他のチ I 
ムに替られることなく、同-チー 
ムが国内で二連覇をとげなければ 
ョ I ロッパが連続出場はできない 
のであるから、たとえ一回戦で破 
れさったとは云え、並々ならね力 
をもった強カチームということが 
云えよう。 

▽準々決勝 

FA * ギョ 7 12 TV•rl 
ッピンゲン 21 ル スメ — ル 

民 I K •ゲ 

ア ー ルフス7 61テボルグ 

rhF 11 《スゥ ェ I 
デン) 

前回の勝者民 IK •ゲーテボル 
ダボ準々決勝で接戦のホ、 T — ル 
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s 回は西な圏が主力を占めている 
感ボ轰るが、このあとになるとほ 
ぼ対等の力になり、その後は東欧 
圏に中、むが移っていく傾向は巧め 
なぃ。 

世界選手権にしても1958年 
の第三回大会までは西欧圏が占め 
ているが、その後は東欧圏、特に 
ル I マニア、チュコに主力は移っ 

ている。第5回、第6回世界運手 
権で スゥ H — デン、デンマークが 
それぞれ二位を占めているが、実 
力的に見れば、二度とも事実上の 
決勝戦は準々決勝のルーマニア— 
チでコ戦であったのだから、一、 
二位は四回大会3後、ル—マニア 
とチてコボ占めていると考えるの 
が常道であろぅ。 

ョーロッパヵップにおいても、 
この両国のトップチ{ムは常に上 
位を争っている。 

次回は女子の第1回大会が始ま 
る W 〜3年の状況を中、むに見てい 
くつもりで志る。 

ョ I ロッパヵップもこのあと参 
加チ—ムが漸増し、益々盛况にな 

っていくり 

各地で熱戦がくりひろげられ、 
東欧を 中、 むとして、種々の H ピソ 
I ド‘を おり まぜなから ヨーロツパ 
カップは巧なわれている。このを 
には、 ヨーロ ッパ化化からの 参加 
と多くの活躍ボある。(藤本強) 


フス • GF に破れ去った。 fa • 
ギョッピンゲンは比較的楽な相手 
T — ルスメルを大差で破った。 


ことになろク〇 
▽準決勝 

FA •ギヨ 〇 
ツピンゲン1 


UC . •パリ化ム FC •ポル了1ルフス 


ディナモ 
ブ カレス‘ 


ディナモ 
ブカレス. 


デュクラ 
フラ I グ 


GF 


W ム -UC •パ： 


UC •パリ— FC ■ポルトは準 
々決勝のうちでは、もっともま力 
巧に劣るとみられたもので、 UC 
•パリがやや強いところを見せた 
デュク ラ•プラ I グは前年と同様 
準々決勝でディナモ•ブヵレスト 
にぁたり、またも1点差で敗れ 
た。 

こう なって くると、 モ エコー*- ル 
I マニアの試合というのははなは 
だ固縁め いてく る。 

世界選手権でも、第四回運手権 
の決勝戦の第二延長にもつれこん 
だ 試合での 9—8 でルー マニアの 
勝、第日回大会の事実上の決勝戦 
といわれた準決勝における戦いは 

やはり： 5— 巧の1点差でルーマニ 

アの勝。第6回世界選手 お、これ 
また事実上の決勝戦といわれた準 
決勝での両国の対戦は2点差でチ 
てコ。このょうに 両国は1点差で 
しのぎを削っている。 

両国の トップチ]ムでぁるディ 
ナモ•ブヵレスト、デュクラ.•プ 
ラ t ダの対戦も両者唤ずらね戦い 
を W 年代初頭からくりかえしてい 
る。 このような 両国の関係はが赦 
手と してお互いに認め合っている 


デュクラ•プラーグを接戦の未 
破ったディナモ•ブヵレストも、 
どうもヶンパ氏に率いられた fa 
•ギョッピンゲンにはどうも相性 
が悪いらしく、前年と同穂に準決 
勝で破れさった。 

前年ょりは点差はつまったとは 
云え、2点差になっているという 
ことは、翌年世界選ずおを獲得す 
る国のトップ チー ムとしてはいさ 
さか情ない状況であった。このょ 
うなが態であったので1961年 
の世界透手権でルーマニァポ優勝 
候補に挙げられていなかったのも 
当然でをろう。 

ァールフス • GF はくじ運にめ 
ぐまれ、準決勝の相手としては、 
もっとも楽な相手に当ることにな 

った。 

UC •パリを大差で破ったのは 
当然であろう。 フランスのチ！ム 
が準決勝まで進んだのはこれがた 
だ一度であった。その後くじ運に 
はめぐまれることがなかったため 
、準々決勝试上には進めなかった 
ことと 思われる。 

決勝は FA •ギョッピンゲンと 
ァ I ルフス • GF の西欧圈同古で 
争われることになった。 

準決勝に 西欧圏 の チ I ム 3チ I 


'ムが残ったのは、これが最後で、 
西欧圏同古で決勝が争われたのは 
二回大会に続いてこの第一二回大会 
が最後である。加年巧と W 年代の 
接点にあたるこの第一二回 ヨー ロ' ッ 
パカップはハンドボ—ル界にとっ 

ても大きな転機になった時期にあ 
たる。 

▽決勝19目〇年3月に曰パリ 

FA ' ギヨ8 3 了-ルフス 
ッピンゲン11 G F 

結局、準決勝でディナモ•ブカ 

レストに苦しんだが、これを破っ 

.た fa •ギヨッピシゲンがく.じ運 

にめぐまれ、決勝に進出したアー 

ルフス • GF を破り、初-の荣冠を 

獲得した。 . 

が〜が年は第4回世界選手権開 

催の年にあたっているため、ヨ I 

ロッパ杯の男子は聞催されていな 

い。かの19 61〜6 年にか寸 

ての大会では、 FA •ギヨッピン 

ゲンが連覇し、男子では、現在ま 

でどのチームもなしとげていない 

快举をなしとげた.(女子では、が. 

、$年にシャルジ リス•カウナス 

.(ソ連〕が二連覇の快挙をなしと 

げ、今年は中止であるが、来年お. 

後の大会でこの記録をのばす可能 

性をもっている〕。 

W 年といぅのは、ハンドボール 

界にとって、大きな転機であった 

のはこれまでにも述べたことがあ 

る。. 

ヨ I ロッパがについては'、二回 
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ミシンは マークで 

お選び下さい 



HZD-956 型 

ダイカスト • フル オートジグザグ 


■ J 巧京重腊王荣觀式基な 

本社工場東京都調布市国領町8下目2番地ノ1電話 （480) 1111番(大代表） 








本誌創刊 10 周年を迎かラ 


▽本誌も今月号で創刊 W 周年と 
なった。 

ここまで来られたのは読者各 
位の御支援ボすべてである。な 
めてお化を巧しあげるものです 
.歴代編集スタッフは、たえず 
機関誌というものの性格につい 
て瞄み、同時にお討をくり返し 
て来た。 

広報(公報〕伝達のなものな 
かりであっては読むかセも、作 
る方もおもしろくない。 

かといって商業誌のょう 
に興巧本位の記事ばかりで 
巧めつくすのも本旨ではな 
いだろう。 

でき得るならその両者を 
盛り入口せた内をの雑詰にし 
たい一そうミえなボら過去 
の冊、編集スタッフボ自讚 
できるものボない ことを お 
やんでいる。 

▽ところで、これからの本 
詰はどう進むべきか。読者 
を位のきたんのない御意ぶを拝 
おしたいと思うボ、われわれは 
日本協会と地方協を、さらには 
個々のチーム、プレィヤーとの 
パィプ役ポ使命であり任務だと 
考えている。 

また、機関詰とはいえ、巧巧 
では唯一といってよいを巧性の 
ある言論機関だ。助巧精巧を持 
ちつづけて斤きたい。 

本誌ボ日本協会の施政に先行 


したり、ががをしたりするのは 
お'かしいという意ちボあるそう 
だ〇こういう人間に対してわれ 
われは反発を感じるし同時に将 
ホの斯界を憂れう。 

▽本誌が討論の場となり、巧巧 
前進のささやかな力と なること 
をわれわれは一つの理想として 
揭げたい。 

ぞくの読者から、建設巧な意 
見ボ寄せられる ことを 切望する 
ゆ克んである。 

地方のルさな-ーュース、 
動きもどしどし教えていた 
だきセい。 

加号 (55 年2月〕の時も 
書いたが、本誌は編集委員 
がかるのではなく皆さんが 
こしらえるのだ。編集委員 
は本来、原稿整理役にすぎ 
ない。 

周年を飾っていただく 
にふさわしいことが志った0 
本誌前号で大阪の東嘉伸氏 
が投稿された「世巧運手権基金' 
の制をを」ボ田が会長な下の 
，合議 スタッフ" を動かしせ々 
ま現の手ハズボ整えられる。本 
誌 W 年まのなかで、これに優る 
朗報はない。 

これうらも読者各位から日本 
協を をリー ドす るよう な卓越し 
セ意ぶが寄せられる ことを 大い 
にが待したい。 

(編集部〕 


関大、前半のリ I ド活かし優勝 

J 神日卽同志社大の反撃実らず 

シーズン開幕を飾る第9回西日本学生選手権(卜—ナメント〕は4月6日から W 日まで 
の5日間、大阪府立体育会館で蘭かれた。 

今年は、地ち学連からの参加校がなく関西学連如巧が出場、決腊は関西大—同志社大 
の宿敵同±の間で争われ、関西大が前半のリ I ドを活かして2年ぶり2度目の優滕を茹 
つた。 

関西大の(測大阪経大 


▽1 回戦 (4 試合〕 

が山学院 W — U 大化薬大 
大阪か語大の一じ大阪お大 
大阪大巧大阪府大 
を都産業大 U —6 あ幾大 
▽ 2 回戦 

追手巧学 


大阪体大京都ぁ大 
▽を決勝 


同志社大 


) u 甲南大 


出場权の内訳をみると1部5校、 
2部4、3部日、4部4それに新加 
盟1 ( 関西外語大)となり、この 
ぅち上化のランク校が敗れたのは 
3位決定戦(甲南大—大体大)だ 
けでをる。 


琶甚大ぉ{酒 U )9 I 巧 
甲南大巧(：； N パ) U 京都大 
大阪程大 

が山学院が1;:5::;!)5 


関 西 大大阪体大〇……決勝戦は関西大が立ちあが 
/ I 、 りから馬着、許、を田らを中'心と 


大 

が阪 S 化(諸 N 处巧裹山大 
関西 大 M (測—— ^ j 2 大阪大 
京—大.又 mu )5 姑都産業 
大阪体大のパ}9大阪卫大 
▽準々決勝 

同志社大 U (則ぶが山学院 
甲南.大 M 命け阪外語 


甲南大、大体大巧り3位に 
▽3 位決定戦 

大阪奕甲南大大阪体大 

▽決勝戦 


関西外語 


関西大同志社大 

4 

り 

T 

M 

7 


得 〇 1521300000 
d 橘田木田羽野野田岡井田 

桐二巧舟光大阪中富増松岩 

’(審-鶴) ， 

L 田脇藤內島松原 
松西伊竹小宮安 


K 

G 


d 田着辻 

鸟 ま W 

踢和馬中 
得 0 3 0 

〇……を試合とも順当な結果で終 
わり、ほとんど波乱はなかった。 


1 X 

C 

7 


した巧い動きで主導権を握った。 

リ—ドされた同志社大は後半舟 
木光田らのシュ^~卜力を活かし 
て、 積極的な攻撃をみせ、 W せに 
は u — w まで追いあげた。 

関西大はこのあたり前半のよぅ 
なまとまりのあるプレー ボみられ 
ず、同お社大は追撃の機会をさら 
に^かん だの だボ、かえって焦り 
をよんでパスミスから逸機、巧手 
に逃げ切りを許した。 

〇 . 閱西大 の' コンビネ I ション. 

プレーに成長の あと ボ ぅか ボ える 
I 戦だった。同志社大は H — ス中 
井をを日本にをったため舟木一人 
しか頼れね弱味がひびいセ。 (K) 
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大同製鋼、富 ± 鉄を破る 

▼第1回県実連会長杯愛巧実業団 
選手権 (4 月-名古屋金山体育館) 
▽リーグ戦 

富丰製'おが一 7 一二萎重工 
トヨタを 体の I 如 日本 碍子 
大同製銷 タヨシ 産業 
大同製麵巧 — W ブラ ザーエ業 
トヨタを か泌 —5 一一一麦重工 
富±製狭？ S — W 日本碍子 
日本碍子 g — w - 1一一羡重工 
大同製锅说 1 U トヨタ 車体 
タヨシ 産業 w — n ブラ ザーエ業 
日本碍子？？ 1 S ブラ ザー H 業 
富±製铁巧 トヨタ 串化 
タヨシ産業览 1 W 一二蒙重工 
ブラザ—工業の 152 一二萎重工 
日本得モ巧 I U タヨシ 産業 
大同製铜 W — U 富±製鉄 
大同製銅 W — U 一二蒙重工 
トヨタを 体 WIW タヨシを 業 
富±製鉄. 55 18 ブラザー エ業 
大同製钢 siu 日本碍子 
トヨタ 車体の — 7ブラ ザ ー エ業 
富 ±製鉄 タヨシを 業 
〔順位〕①大同製鋼6戦全勝③富 
±製鉄を 古屋5勝1 化③ トヨタ 車 
体4勝2か④ 日本 碍子⑥タ ヨシ産 
業⑥ブラザーエ業⑦一二菱重工 

- 女商、山陽女を降す 
►第；：一回広島県巧事巧争奪トーナ 


メント (4 月-尾道高〕 

▽高校男子準々決勝 
一一一原エ S —9 吳宮原 
尾 道化一？修 道 
広 ’ w — u 具一二津田 
吳 エ WIU 吳 港 
▽同準決勝 

一二原エ 715 尾 道 
吳 エロ —S 広 

▽同み勝 

一一一原 H 坚バ u ::^)8 具 H 

▽同女子準々決勝 
山陽女巧—〇進徳ホ 
望 お貴 巧 
広島一そ商泌 —0 白 木 
吳宮原 8 15 吳 商 
▽同準決勝 

山陽ち W —0 豊 巧 
広島一女商9 —1 .吳宮原 
▽同決勝 

献島一女ふり N いでム陽女 
▽一般男子1回戰 (3 試合〕 

日本銅菅巧山の吳造船 
全に巧大巧本商 OB 
日巧製銷吳巧—巧広島大 

▽同準決勝 

一一一麦レ大巧日本鋼管お山 
日が製銷吳化— U 全広商大 
▽同決勝 
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9 
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試 


5 
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日巧製阐 
吳 


男子で首ま高勝つ 

▼第2回全沖縄選お(給合〕選手 
権 (1 月. 那覇〕 

▽男子準々決勝 

坦ハ南高 W — U 那覇商 
首里高 W 1 じ沖禪エ 
那覇教員化南 解 
琉.巧大失格那覇高 OB ' 
同準決勝 

首里高； SIU 興南高 
那覇お員； SIU 琉球大 
▽同決勝 

首ま高那覇あ員 

首里高は初優勝 
▽女子1回戦 (U 2試合) 
琉球大 WI 6 真和孟高 
ル禄ク917 浦添高 
▽同準決殿 

駐ハ南高 S —4 琉巧大 
小禄.高 W —9 ル禄ク 
▽同決勝 

ル！^高堂 mu ^)8 曲ハ南高 
ルあ高は2連勝 

県エクが初優勝 

▼第 5 回石川県総合室内選手権 
(2 月-石 W 県体育館〕 

▽男子準決勝 

県エ ク U — S 金沢高専 
工大附高 W 1 W 金' 商ク 
▽同決勝 

ち H . ク王大お高 
県 H クは初優勝 


▽女子決勝 

ルお市を局抽巧砸高 
ルが市ホ高は5連勝 

広島協会の事務局 
広島協会事務局はこの 母ど左記 
にをわった。 

広島県吳市広巧を永お開県立 
吳商業高巧気か(事務局長.丸 
口哲美 氏==広島協を副理事長〕 

一二重協会住所変わる 

一一 一重協をの事務連絡先ボかのょ 
ぅにをわった。 

一一一重県津市むつみヶ丘津ホモ 
高巧内 ( a 事長.中根武彦巧) 

鳥取協会も変更 
鳥巧おを事お局はこのほど次の 
住所にをわった。 

鳥巧県米モ市長ゆ町一八八、県 
立米子南高校(高木敏巧巧〕 
電話运岩 2 (だ . 一六四一 

大阪協会がな組 

大阪協会は事業の円滑化をはか 
るため、今年度から理事長の下に 
総お局(な巧、渉外、登録、おお) 
と競技局(競技、審お、指導普及、 
記録報道〕を新設した。主要役員 
は次のとおり、 

V 会長、野原博彦▽副を長藤田信 
明、山田計▽理事長神田清▽絡巧 
局長、山田稔▽競技局長、岡本克彰 

関東学連に2お加盟 
関東学連ではこのほど 一橋 大 ( 


東京)と流通経済大(茨城)の新 
加盟と学生新委員を次のょぅに発 
表した。 2 校の参加で全加盟校数 
は男子お、女子6となった 。 J 
▽委員展與川正春(早大〕▽副 
を員戾栗'が侃(芝工大)、大城 
春夫(国±館大)▽会計野原文子 
(日体大) 

都協会長に数原氏 

東京都協会ではこのほど会長に 
数原洋二を(一二蒙鉛筆社長、全日 
^4^|!<連副会長)を新任、渡辺前会 
長は顧問となった〇このほかの役 
員はかのとおり。 

▽理事長佐野和夫▽常を理事 
島田正±、池田鉄哉、田中秀夫、 
お藤金博、古賀健一郎、猪狩武春 
岡前義春、お田利秋、か野奉昭 


記 


後 


集 


編 


五月晴れの空の下、全日 
本選手固がョ I ロッパ遠 
征に出発していきまず。 
大きな期待をかけられて 
の遠征だみに、役員選手 
諸氏も貴巧を感じるとと 
もに希望に胸ふくらむも 
のと思います。多くの御 


止産を斯界にもたらしてほしいも 
のでず。 

国巧では各地に試合が展開され 
いょいょ 1969年度の本格的な 
幕あけを迎えています。大きく、 
強く ハンドボー ル界が発展してほ 
しいものでず。 (T.S.F) 
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ツジ tl 亏一 


現像とカラープリントはわ近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とご^^旨定ください 


フジカラーの純正現像_ 

フジカラー N 100 
フジカラー R 100 
'フジカラ— シネ 8醒.16麵 
卜 —キ — ^画(磁性体塗巧加工） 
フジマグネオストライプ 

小型映画フィルムの複製_ 

フジシネコピー 


美しい カラー プリント_ 

フ ジ ネガカラー プリント 
フ ジ ポジカラー プリント 
フジ ダイカラー プリント 
フジ G カラー プリント 
フジ ネガカラー スライド 
フ ジ ポジカラー スライド 


ブ安 #15- の糕舍現像雨 


馨夏ブジ#13—サーピ义 

化幌.仙台•束京.名古屋.大阪•広島•お岡 



























胸から出す、ノックする、書く . 

己菱ボールペン《ジャガー > は、すべてに 
スキがありません。 

スマートなデザイン、軽快なキャップ 
スライド、ムラのない書き日未《ジャガー》 
は、行動的な若し、あなたじ、ぴったりです 


本青‘悍なヤツ- 

■ mm 

A 兰菱ポ-ルペン 

¥ 2 叫 0 ，¥ 1000 ，¥ 800 ，¥ 加日 



I 黛我み款贈りものはジャガ— 
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